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スポーツが地域にもたらす波及効果特  集

スポーツには健康増進だけでなく、人々の交流を深め、地域課題の解決につなげる力がある。地元チームを通じた住
民の連帯感向上や、合宿誘致による関係人口の創出など、スポーツによる活性化に取り組む地域の事例を紹介する。

表
紙

草
千
里
ヶ
浜

（
熊
本
県
阿
蘇
市
）

阿
蘇
観
光
に
訪
れ
る
人
が
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
訪
れ
る
代
表
的
な
観
光
地
「
草
千
里
ヶ
浜
」。

３０
万
年
前
よ
り
繰
り
返
さ
れ
た
大
噴
火
で
生
ま
れ
た

阿
蘇
。
中
で
も
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
、
烏
帽
子
岳
の
北
麓

に
広
が
る
火
口
跡
に
あ
る
７８
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
大
草
原
と
、
雨
水
が
た
ま
っ
て
で
き
た
と
い
わ
れ

る
池
と
が
織
り
成
す
自
然
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
非
常
に

美
し
い
場
所
で
す
。

煙
を
上
げ
る
中
岳
を
背
景
に
、
放
牧
さ
れ
た
馬
た
ち

が
草
を
食は

ん
で
い
る
牧
歌
的
な
風
景
に
、
多
く
の
観
光

客
が
ド
ラ
イ
ブ
途
中
に
立
ち
寄
り
、
の
ん
び
り
と
散
策

し
て
い
ま
す
。
草
原
内
は
自
由
に
立
ち
入
り
が
で
き
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、
草
原
の
中
で
引
き
馬
体
験
を
し
な

が
ら
心
地
よ
い
風
を
感
じ
る
の
も
お
す
す
め
。

ま
た
、
草
千
里
ヶ
浜
か
ら
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
草
千
里
展
望
所
か
ら
は
、
立
野
峡
谷
（
火
口
瀬
）

や
カ
ル
デ
ラ
西
部
の
地
形
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、

遠
く
は
熊
本
市
の
金
峰
山
や
長
崎
県
の
雲
仙
・
普
賢
岳

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝�

阿
蘇
市
観
光
協
会

�

（
０
９
６
７
‐
３
４
‐
１
６
０
０
）

�

（
写
真
提
供
＝
阿
蘇
市
）

草千里ヶ浜の全景

グラビア

手前みそですが…� 【北海道弟子屈町】

1 	 巻頭エッセー／渋沢栄一の精神を受け継ぎ、未来志向で新時代を切り開く
� 大野元裕（埼玉県知事）



今
年
７
月
３
日
、
２０
年
ぶ
り
に
日
本
の
紙
幣
が
一
新
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
な
１
万
円
札
の
顔
と
な
り
、
一
躍
話
題
と
な
っ
た
渋
沢

栄
一
翁
は
埼
玉
県
が
誇
る
偉
人
で
す
。
生
涯
に
約
５
０
０
も
の
企

業
の
創
設
等
に
関
わ
り
、
ま
た
、
約
６
０
０
の
教
育
機
関
や
社
会

公
共
事
業
の
支
援
、
民
間
外
交
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
日
本
経
済

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

渋
沢
翁
は
、
現
在
の
深
谷
市
の
農
家
に
生
ま
れ
、
家
業
を
手
伝

い
な
が
ら
幼
い
頃
か
ら
「
論
語
」
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
孔
子

の
精
神
と
し
て
現
れ
て
い
る
忠

ち
ゅ
う

恕じ
ょ

（
真
心
と
思
い
や
り
）
を
重
ん

じ
、
経
済
と
道
徳
を
両
立
さ
せ
た
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
に
よ
る

日
本
の
発
展
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
を
理
念
に
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
そ
の
も
の
で
、
渋
沢

翁
は
今
か
ら
１
０
０
年
以
上
も
前
に
こ
の
重
要
性
に
気
付
い
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
社
会
が
大
き
く
転
換

す
る
中
で
、
時
代
を
先
取
り
し
た
渋
沢
翁
の
考
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
日
本
が
形
づ
く
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
渋
沢
翁
は
埼
玉
県
の
出
身
。「
渋
沢
と
い
え
ば
埼
玉
」
な

の
で
す
。

さ
て
、
埼
玉
県
は
、
大
正
９
年
の
国
勢
調
査
開
始
以
来
、
全
国

で
唯
一
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
が
な
い
県
で
し
た
が
、
総
務
省
が

発
表
し
た
令
和
３
年
１０
月
１
日
時
点
で
の
人
口
統
計
で
、
初
め
て

減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
全
国

で
最
も
早
い
ペ
ー
ス
で
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
埼

玉
県
に
も
人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
課
題
に
対
応
し
、

持
続
可
能
な
成
長
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
町

村
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
」「
ス
マ
ー
ト
」「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
」
の
三
つ

の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
県
が
支
援
す

る
「
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
現
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
高
齢
者
に
な
っ
て
も
身
近
な
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
ス
マ
ー
ト
技
術

の
活
用
に
よ
り
利
便
性
が
高
く
、
災
害
時
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
途
絶

え
な
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
が
確
保
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
町
村
と

共
に
進
め
る
も
の
で
す
。

現
在
、
県
内
６３
市
町
村
の
７
割
以
上
に
当
た
る
４６
市
町
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早

期
に
全
て
の
市
町
村
に
参
加
い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な
成
長
を
実

現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
全
県
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
埼
玉
県
は
市
町
村
数
が
多
く
、
地
域
の
特
性
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
首
都
に
隣
接
し
利
便
性
が
高
い
地
域
や
、
都
市
と
田
園

が
共
存
し
て
い
る
地
域
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域

も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
多
彩
さ
を
生
か
し
、
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
資
源
や
強
み
を
生
か
し
た
市

町
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
拠
点
整
備
に
よ
り

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
る
、
川
や
調
節
池
な
ど
を
利
活
用
し

て
魅
力
あ
る
水
辺
空
間
を
作
り
出
す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
創
意
工
夫
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
町
村
の
魅
力

と
活
力
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
ひ
い
て
は
埼
玉
県
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
き
く
社
会
が
変
化
す
る
時
代
に
未
来
を
見
据
え
て
国
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
渋
沢
翁
。
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
１０
年
後
、
２０

年
後
を
見
据
え
た
未
来
志
向
の
施
策
を
展
開
し
、
埼
玉
県
の
持
続

的
な
発
展
を
確
か
な
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大野　元裕埼玉県知事

渋沢栄一の精神を受け継ぎ、
未来志向で新時代を切り開く
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特 集
基調論文ス

ポ
ー
ツ
が
与
え
る
地
域
へ
の
影
響

ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京
オ
リ

パ
ラ
）や
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
は
、

開
催
地
に
多
く
の
観
光
客
を
も
た
ら
し
、
地
域
経
済
を
潤

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
無
観
客
大
会
で
あ
っ
て
も
東

京
オ
リ
パ
ラ
の
経
済
効
果
は
、
直
接
的
な
観
光
収
入
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
寄
与
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後

も
、
そ
の
効
果
は
地
域
に
持
続
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
続

け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
強

め
る
重
要
な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
結
び
つ
き
が
よ
り
一
層
強
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス

ポ
ー
ツ
は
健
康
増
進
や
教
育
の
機
会
を
提
供
し
、
地
域
全

体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

東
京
オ
リ
パ
ラ
と
地
域
振
興

東
京
オ
リ
パ
ラ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄
せ
、
経
済
的
な

波
及
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
、
東
京
都

だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
観
光
客
が
増
加
し
、
ホ
テ
ル
の

稼
働
率
が
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
パ

ラ
に
向
け
て
行
わ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
、
地
域
全
体
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
羽
田
空
港
の
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡
張
や
、
新
た
な
交
通
網
の
整
備
が

行
わ
れ
、
国
内
外
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。
東
京

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
持
続
可
能
な
成
長
を

―
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
へ
―

間
野
　
義
之

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
学
長

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

筆者プロフィール
間野 義之氏

（まの・よしゆき）
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オ
リ
パ
ラ
を
契
機
に
整
備
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
、
多

く
の
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
と
し
て
使

用
さ
れ
た
ア
リ
ー
ナ
や
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
大
会
後
も
多
目

的
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
新
国
立
競
技
場
や
有
明
ア
リ

ー
ナ
は
、
国
内
外
の
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
大
会
終
了
後
の
課
題
と
し
て
、
一
過
性
の
ブ
ー
ム

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
地
域
社
会
と
協
力
し
、
大
会
レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
た

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。例
え
ば
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
学
校
と
連
携
し
、
大
会
で
得

ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

影
響

東
京
オ
リ
パ
ラ
は
あ
る
意
味
で
局
所
的
、
一
過
的
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
以
下
、

Ｒ
Ｗ
Ｃ
）
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
１２
都
市
で
４３
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
に
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
Ｒ
Ｗ
Ｃ
の
際
に
は
、
各
地
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、

地
元
の
商
工
会
議
所
が
主
導
し
た
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
は

大
成
功
を
収
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
地
元
の
商
店
街
が
Ｒ
Ｗ
Ｃ
に
合
わ
せ
て
特

別
セ
ー
ル
を
実
施
し
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
商
業
活
動
が
活
発
化
し
、
地

域
経
済
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
の
一
例
で
あ
り
、
今
後
の
参
考
と
な
る

べ
き
で
す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
計
画
的

か
つ
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
軸
に
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
の

成
功
事
例

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
地
域
観
光
を
結
び
つ
け
る
Ｐ
Ｒ
戦
略

は
、多
く
の
成
功
事
例
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

長
野
県
で
は
地
元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
試
合
観
戦
ツ
ア

ー
を
企
画
し
、
試
合
後
に
は
地
元
の
温
泉
や
観
光
地
を
巡

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
県
外
か

ら
も
観
光
客
を
引
き
寄
せ
、地
域
経
済
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
特
産
品
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催

し
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ

ら
に
、
北
海
道
で
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
組

み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

札
幌
市
で
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
て
、

地
元
の
観
光
地
や
特
産
品
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
観
光
客
が
増
加
し
、
地
域
経
済
に
も
貢

献
し
ま
し
た
。
特
に
、
札
幌
雪
ま
つ
り
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
連
携
し
た
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
人
気
を
集
め
、
多
く

の
観
光
客
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
連
携
し
て
、
地
元
の
観
光
地
や
特
産
品
を
紹
介

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
地
域
経
済
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
地
元
の
観
光
地
や
特
産
品

を
堪
能
す
る
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
功
事
例
は
、
他
の
地
域
で
も
参
考
に
す
べ

き
モ
デ
ル
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
観
光
を
結

び
つ
け
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
は
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
、
さ
ら
に

は
全
世
界
に
発
信
し
、
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
得
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
と
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
学
が
行
う
取
り
組
み

私
が
学
長
を
務
め
る
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
で

は
、
地
域
と
の
連
携
を
重
視
し
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
琵

琶
湖
と
比
良
山
系
と
い
う
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
新
入
生
が
参
加
す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン

プ
」
で
は
、
比
良
山
系
の
最
高
峰
で
あ
る
武
奈
ヶ
岳
（
１

２
１
４
メ
ー
ト
ル
）
へ
の
登
頂
が
行
わ
れ
、
学
生
同
士
の

絆
を
深
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
質
が
最
も
良
い
湖
畔
で
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
、
多
彩
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
の
実
習
を
通
じ
て
、
学
生
は
自
然
と
共
に
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

社
会
連
携
の
取
り
組
み
で
は
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
び
わ
ス
ポ
大
学
祭
」
は
、

地
域
住
民
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
提
供
さ
れ
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
普
及
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

特 集
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さ
ら
に
、
大
学
と
企
業
・
団
体
が
連
携
し
て
行
う
「
ス

ポ
ー
ツ
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
で
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
が
育
成
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
本
学
が
地
域
社
会
と
共
に
成

長
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
具
体
的
な
例
で
す
。
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
自
然

環
境
を
活
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
本
学
は
地
域
社
会
に
持
続
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

未
就
学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で 

～
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
貢
献

本
学
は
、
地
域
の
未
就
学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
び
わ
ス

ポ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
運
動
あ
そ
び
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教
え
、
延
べ
３
万

５
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
学
生
が
指
導
者
と
し
て
参
加
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
学
び
、
健
全
な
心
身
の
発
達
を
促
進
し
て
い
ま

す
。ま

た
、「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｏｕ
ｔ
ｄｏ
ｏ
ｒ　

Ｓｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
で
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
で

き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
Ｍ

Ｌ
Ｇ
ｓ
（
琵
琶
湖
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
比
良
山
系
や
琵
琶
湖

を
舞
台
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
参
加
者
に
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
て
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
促
し
ま
す
。

大
学
の
艇
庫
を
活
用
し
た
カ

ヤ
ッ
ク
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、多
く
の
参
加
者
に
人
気
が
あ
り
、

地
域
住
民
の
健
康
促
進
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
元
の
高
齢
者
向
け
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

充
実
し
て
い
ま
す
。「
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
健

康
維
持
や
交
流
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ

れ
、
高
齢
者
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
介
護
施
設
と

連
携
し
て
行
う
「
介
護
予
防
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
ス
タ

ー
ト
し
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
健
康
促
進
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
社
会
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
で
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
す
る

た
め
の
重
要
な
一
歩
で
す
。
本
学
は
、
地
域
住
民
と
共
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

琵琶湖と比良山系に囲まれたキャンパスに広がる充実のスポーツ施設

地域の方に実施する公開講座「ストックウォーキング」

滋賀県内の子どもたちを対象とした「びわスポキッズプログラム」
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部
活
動
の
地
域
移
行
と
そ
の
課
題

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
推
進
す
る
「
部
活
動
の
地
域
移
行
」
は
、

地
域
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
本
学
は
、
京

都
市
と
と
も
に
「
中
学
校
休
日
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
た
実
践
研
究
」
を
行
っ
て
お
り
、
学
生
を
部
活
動

指
導
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

地
域
の
部
活
動
を
支
え
る
新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
移
行
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
人
口
格
差
や
施
設
不
足
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
部
と
地
方
部
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
数
や
質
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
移
行
が
円
滑
に
進
む
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
施
設
の
確
保
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
指
導
者

の
確
保
や
育
成
も
重
要
な
課
題
で
す
。地
域
移
行
に
伴
い
、

部
活
動
を
指
導
で
き
る
人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
本
学

で
は
進
行
中
で
す
。
具
体
的
に
は
、
２
０
２
３
年
度
に
は

２３
名
の
学
生
が
京
都
市
の
公
立
中
学
校
で
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
）
の
指
導
者
の
取
得
を
推
奨
し
、
学
生
が
指
導
者
と
し

て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
を
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
自
治
体
・
企

業
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
、
部
活
動
の
新
た
な
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
持
続
可
能
な
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
展
望

ス
ポ
ー
ツ
は
、
地
域
社
会
に
持
続
可
能
な
成
長
を
も
た

ら
す
鍵
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
の
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
に
寄
与
し
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
学
校
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
連
帯
感
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

本
学
は
、
自
治
体
や
企
業
と
連
携
し
、
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
創
造
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
、
地
域
住
民

と
共
に
楽
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
琵

琶
湖
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や
、
比
良
山
系
を
舞
台
に
し
た
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
た
め
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
も
重

要
で
す
。
地
域
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、本
学
は
、

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
て
、
健
康
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
健
康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。地
域
社
会
と
共
に
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
し
、

よ
り
良
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

共
創
の
未
来
へ

地
域
と
の
共
創
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
は
、
日

本
で
初
め
て
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
大
学
名
に
冠
す
る
大
学
と

し
て
開
学
し
た
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
の
使
命
で

す
。
地
域
社
会
と
協
力
し
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

本
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
持

続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
共
に
成
長
し
続
け
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

部活動の地域移行に向けた実践研究として中学校で指導を行う学生

特 集
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金
澤
　
剛
史

久
喜
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副
主
幹

人
気
急
上
昇
の
「
３
Ｘ
３
」

「
３
Ｘ
３
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
が
ベ
ン
チ
に
入
れ
ず
指

示
も
出
せ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
も
多
く
、
戸
惑
う

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
は
思
い
っ
き
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

２
０
２
４
年
７
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
３
人
制
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
「
３
Ｘ
３
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
小
学

生
大
会
」
で
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
、
市
内
外
か
ら
参
加

し
た
選
手
が
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「
３
Ｘ
３
」
は
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と
な
り
、
若
い
世

代
を
中
心
に
人
気
急
上
昇
の
種
目
で
す
。

主
な
ル
ー
ル
と
し
て
①
１０
分
の
試
合
時
間
か
２１
点
先
取

で
決
着
②
監
督
や
コ
ー
チ
は
ベ
ン
チ
入
り
で
き
な
い
③
メ

ン
バ
ー
は
３
名
＋
交
代
要
員
１
名
の
計
４
名
④
ゲ
ー
ム
中

メ
ン
バ
ー
交
代
は
制
限
な
し
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
展
開
や
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
、
監
督
や
コ
ー

◆◆◆

チ
に
頼
ら
な
い
＝
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
主
体
的
な
判
断
が
養
え

る
と
い
っ
た
要
素
や
、
１
チ
ー
ム
３
～
４
人
で
構
成
す
る

た
め
、
チ
ー
ム
数
が
多
く
結
成
で
き
、
試
合
出
場
で
き
る

選
手
が
増
え
る
な
ど
の
点
か
ら
、
３
Ｘ
３
を
導
入
す
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
増
え
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

久
喜
市
で
は
現
在
、
小
学
生
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
３
Ｘ
３
の
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
は
、
す
べ
て
市
民
団
体
「
３
Ｘ
３
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
実

行
委
員
会
」
が
企
画
運
営
し
、
久
喜
市
は
連
携
し
て
会
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
市
内
の
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
生
徒
が
、
市
内
で
運
営
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
食
堂
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訪
れ
た
こ
と
で
す
。

同
高
校
は
早
く
か
ら
３
Ｘ
３
を
導
入
し
て
お
り
、
２
０

２
０
、
２
０
２
２
年
の
２
度
に
渡
っ
て
全
国
大
会
で
優
勝

し
た
強
豪
校
で
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
子
ど
も
食
堂
の
運
営

◆◆◆

ス
タ
ッ
フ
が
、「
高
校
の
３
Ｘ
３
活
動
を
応
援
し
て
、
久

喜
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
２
０
２
２
年
に
実

行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

以
来
、
市
内
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
や
飲
食
店
オ

ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
現
在

は
１１
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
オ
ー
ナ
ー
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
プ
ロ
チ

ー
ム
「
埼
玉
ワ
イ
ル
ド
ベ
ア
ー
ズ
」
は
、
２
０
２
３
年
４

月
よ
り
、
久
喜
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

普
及
に
向
け
体
験
ク
リ
ニ
ッ
ク

３
Ｘ
３
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式

種
目
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
度
は
高
い
も
の
の
、

競
技
人
口
の
少
な
さ
が
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
既
存
の
５

人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
者
や
コ
ー
チ
に
、
ま
ず
は

３
Ｘ
３
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
チ
ー
ム
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
に
採
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
普
及
の
カ
ギ
と
考

え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
小
学
生
大
会
の

一
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
高
校
生
に
よ
る
３

Ｘ
３
体
験
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
教
え
る
側
の
高
校
生
６
～
７
人
を

１
グ
ル
ー
プ
と
し
た
中
グ
ル
ー
プ
と
し
、
中
グ
ル
ー
プ
の

高
校
生
１
人
に
つ
き
小
学
生
３
～
４
人
を
配
置
。
小
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
ま
す
。
中
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
練
習
メ
ニ
ュ

ー
が
組
ま
れ
、
小
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な

す
仕
組
み
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て
高
校
生
が
考
案
し
、
き
め
細
や
か

な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
。
小
学
生
に
と
っ

て
は
、
実
践
的
な
レ
ッ
ス
ン
が
受
け
ら
れ
、
少
人
数
で
あ

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

埼
玉
県
久
喜
市

３
人
制
バ
ス
ケ
通
じ
て
多
世
代
交
流

―
取
り
組
み
の
核
は
高
校
生
―
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る
が
故
の
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、
競
技
に

親
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
加
え
て
、
本
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の

ま
ま
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
と
っ
て
も
、
教
え
る
こ
と
で
普
段
の
自
分
の

プ
レ
ー
を
省
み
る
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
継
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
実
施
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

３
Ｘ
３
×
付
加
価
値

よ
り
多
く
の
人
に
３
Ｘ
３
に
関
心
を
抱
い
て
も
ら
う
に

は
、
大
会
開
催
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
付
与

し
、
多
く
の
方
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
心
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

小
学
生
大
会
で
は
市
民
団
体
と
連
携
し
、
２０
店
舗
以
上

が
出
店
す
る
マ
ル
シ
ェ
を
展
開
。
来
場
者
が「
つ
い
で
に
」

３
Ｘ
３
を
観
戦
す
る
、
３
Ｘ
３
観
戦
者
が
「
つ
い
で
に
」

マ
ル
シ
ェ
を
楽
し
む
、
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
と
す
る
こ
と

で
、
訪
れ
た
５
０
０
名
近
く
の
方
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
業
施
設
で
開
催
し
て
い
る
高
校
生
大
会
で
は
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
要
素
を
付
加
。
大
会
の
前
後
で
高
校
生
と
観

戦
者
が
一
緒
に
、
会
場
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
事
業
を
展
開
し
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。高

校
生
が
活
動
下
支
え

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
核
と
な
る
の
は
「
高
校
生
」
で
す
。

◆◆◆

小
学
生
大
会
や
高
校
生
大
会
で
は
、
試
合
の
審
判
や
タ
イ

ム
キ
ー
パ
ー
、
受
付
ま
で
を
こ
な
し
て
お
り
、
ま
さ
に
裏

方
と
し
て
重
要
な
存
在
で
し
た
。

ま
た
、ご
み
拾
い
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
ど
、
全
て

の
活
動
を
下
支
え
し
て
い
る
の
は
高
校
生
で
す
。

高
校
生
が
核
と
な
り
、
大
会
の
参
加
者
や
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
で
関
わ
っ
て
い
る
大
人
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
こ

と
で
、
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

広
域
展
開
も
検
討

こ
の
よ
う
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
３
Ｘ
３
の
取
り
組

み
で
す
が
、
今
後
は
本
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
、
周
辺
地
域
に
波
及
さ
せ
、
広
域
展
開
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
埼
玉
県
は
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
文
化
で
あ
り
、
郊
外

に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
い
く
つ
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
校
生
大
会
の
よ
う
に
、
３
Ｘ
３
イ

ベ
ン
ト
×
商
業
施
設
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
ス

タ
イ
ル
を
複
数
の
地
域
で
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
十
分
に
可

能
だ
と
考
え
ま
す
（
実
際
に
、
既
に
動
き
始
め
て
い
る
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
）。

広
域
で
展
開
す
る
こ
と
で
、
本
取
り
組
み
は
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
点
で
も
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
高
校
生
の
力
を
借
り
て
、
取
り
組
み
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

３X3 大会の様子

大会前後に会場
周辺でごみ拾い

小学生大会での「３X3 体験クリニック」
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中
村
　
健
児

裾
野
市
産
業
観
光
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹

裾
野
市
で
は
、
富
士
山
麓
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
標
高

の
高
さ
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
に
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
（
略
称
＝
Ｓ
―
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
を
設
立
し
、大
会
・

合
宿
な
ど
の
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
、
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

裾
野
市
の
強
み
を
生
か
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
訴
求
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
準
高
地
と
い
う
立
地
に
着
目
し
、

陸
上
長
距
離
チ
ー
ム
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

医
科
学
的
メ
リ
ッ
ト
を
立
証

ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
、
低
酸

素
環
境
の
中
で
心
肺
機
能
を
高
め
る
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
が
、
当
市
で
は
平
地
と
高
地
の
間
に
位
置
す

る
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ　

＆　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｍ
ｉ
ｌ
ｄ　

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
）
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
魅
力
と
し
て
は
①
高
地
ほ
ど

身
体
に
負
荷
が
掛
か
ら
な
い
低
酸
素
環
境
で
あ
る
こ
と
②

短
い
時
間
で
準
高
地
ま
で
移
動
で
き
る
こ
と
③
日
頃
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
近
い
強
度
設
定
を
維
持
で
き
る
こ
と
―
―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

取
り
組
み
を
始
め
た
当
時
は
、
準
高
地
と
い
う
言
葉
も

浸
透
し
て
お
ら
ず
、
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
身
体
に
与

え
る
影
響
の
検
証
に
つ
い
て
も
多
く
の
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
静
岡
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
準
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に
つ
い
て
医
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

静
岡
大
学
と
順
天
堂
大
学
の
協
力
を
得
て
、
日
帰
り
で

行
う
標
高
約
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
標
高
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
宿
泊
を
伴
っ
た
準
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね
た
結
果
、
い
ず

れ
も
「
準
高
地
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
医
科
学
的
な
視

点
か
ら
有
益
な
効
果
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ

ま
し
た
。

充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境

陸
上
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と
し

て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
・
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
・
陸

上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
近
隣
エ
リ
ア
を
含
め
る
と

標
高
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
１０
コ

ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
裾
野
市
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
特
徴

的
な
の
が
、
標
高
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
「
水

ヶ
塚
公
園
遊
歩
道
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
」
で
す
。

実
業
団
陸
上
部
監
督
監
修
の
も
と
コ
ー
ス
を
設
計
し
、
コ

ー
ス
内
に
は
、
足
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
敷
設
し
て
い
ま
す
。
１
周
４
０
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
９
５
０
メ
ー
ト
ル
の
４
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
平
坦
な
コ

ー
ス
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
織
り
交
ぜ
た
コ
ー
ス
選
択
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
平
均
気
温
は
市
街
地
と
比
較
し
１０
度
ほ
ど

低
く
、
迫
力
満
点
の
雄
大
な
富
士
山
に
向
か
っ
て
走
れ
る

の
は
、
当
市
で

し
か
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
な

い
特
別
な
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

静
岡
県
裾
野
市

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
合
宿
誘
致

―
地
域
資
源
を
活
用
、
目
指
す
は
「
聖
地
」―

S-SPO ロゴ

クロカンコースで準高地トレーニング
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食
の
面
で
も
サ
ポ
ー
ト

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
意
味

で
、
食
事
も
含
め
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
も
重
要
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
食
の
面
で
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
栄
養
学
に
基
づ
く
レ
シ
ピ
開
発
を

行
い
ま
し
た
。

日
本
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
や
実
業
団
陸
上

部
の
管
理
栄
養
士
等
の
監
修
の
も
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
１
週
間
分
の
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
献
立
を
開
発
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
市
内
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
向
け
の
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学
講
座
を
開
催
し
、
栄
養
学
の
知
識
に
基
づ
い
た

食
事
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
合
宿
に
来
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

満
足
度
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
も
、
こ
の
食
事
を
食
べ

て
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
！
そ
れ
ぞ
れ
の
「
頂
」
を
目
指
し

て
ほ
し
い
！
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
た
の
が
「
す

そ
の
頂
飯
」
で
す
。

こ
の
す
そ
の
頂
飯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
・
観
光

庁
・
文
化
庁
が
主

催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム

ア
ワ
ー
ド
２
０
２

１
に
お
い
て
、
食

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム

◆◆◆

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
ト
率
は
６
割
超

こ
の
よ
う
に
当
市
は
、〝
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
ま
ち
裾
野
市
〟
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
地
の
利
を
生
か

し
た
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と
東
京
か
ら
１
０
０
キ

ロ
圏
内
に
立
地
す
る
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
、
実
業
団
・
大
学
・
高
校
等
の
陸

上
長
距
離
チ
ー
ム
へ
の
直
接
訪
問
や
陸
上
の
大
会
・
記
録

会
等
で
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
少
し
ず
つ
認
知

◆◆◆

さ
れ
、
今
で
は
年
間
約
６０
チ
ー
ム
が
合
宿
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
度
合
宿
に
来
た
チ
ー
ム
が
翌
年
も
当
市
で
合

宿
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
の
視
察
対

応
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
案
内
、
宿
泊
調
整
な
ど
、
丁

寧
で
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
宿
泊
先
の
オ
ー

ナ
ー
の
お
も
て
な
し
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
合
わ
せ
た
環
境

整
備
と
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
６０
％
を
超
え
る
リ
ピ
ー
ト

率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー

令
和
６
年
１
月
か
ら
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
豊
田
自
動
織
機

で
実
業
団
陸
上
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
陸
上
女
子
１
０
０

０
０
メ
ー
ト
ル
ア
ジ
ア
大
会
で
は
日
本
代
表
と
し
て
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
実
績
を
持
つ
萩
原
歩
美
さ
ん
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

実
業
団
時
代
の
経
験
・
実
績
と
多
く
の
人
脈
を
生
か
し

新
た
な
合
宿
チ
ー
ム
へ
の
誘
致
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
チ
ー
ム
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の

案
内
や
最
適
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
、

こ
れ
ま
で
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
領
域
を
強
化
で
き
ま

し
た
。陸

上
長
距
離
合
宿
と
い
え
ば
裾
野

当
市
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
全
国
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
聖
地
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
陸
上
長
距
離
界
か
ら
「
合
宿
と

い
え
ば
裾
野
市
」
と
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

すその頂飯で開発したレシピ（豚しゃぶ定食）

すその頂飯ロゴ

富富士士のの麓麓でで頂頂点点をを目目指指すす！！準準高高地地トトレレーーニニンンググののままちち「「裾裾野野市市」」

スポーツツーリズム事業 経済波及効果

年 度 合宿
チーム数

宿泊者数
（⼈）

延べ宿泊者数
（⼈）

経済波及効果
（千円）

平成30年度 12 264 731 約9,580

令和元年度 27 389 1,513 約29,400

令和２年度 32 467 2,526 約41,000

令和3年度 35 675 2,422 約45,000

令和４年度 62 1,436 3,804 約58,000

令和５年度 57 1,264 3,495 約52,000
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スポーツ合宿実績
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の
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
、
地
域
住

民
の
健
康
増
進
等
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
を
図

り
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
観
点
が
あ
り
ま
す
。
一
点

目
は
、
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
ん
で
地
域
の
稼
ぐ
力
の

向
上
を
図
る
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等
の
ア
ウ

タ
ー
施
策
で
す
。
二
点
目
と
し
て
、
地
域
内
住
民
向
け
の

健
康
の
維
持
増
進
や
共
生
社
会
の
実
現
等
を
図
る
イ
ン
ナ

ー
施
策
で
、
こ
れ
ら
を
両
輪
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
合

宿
参
加
者
や
旅
行
者
の
滞
在
に
よ
る
消
費
額
の
増
加
等
の

み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
等
の
社
会
的
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ど
う
捉
え

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
わ

れ
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、「
学
校
体
育
」
や
「
競
技
ス

ポ
ー
ツ
」
を
無
意
識
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
創
生
の
文
脈
で
は
、
散
歩
や

草
刈
り
、
雪
下
ろ
し
な
ど
「
身
体
を
動
か
す
日
常
的
な
身

体
活
動
全
般
」
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
く
捉
え
、
地
域
振

興
の
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
活

用
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟

な
発
想
で
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ
せ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
生
み
出
す
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
は
不
可
欠
で
す
。

（
図
１
参
照
）

こ
う
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
よ
り
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
２
１
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰
制
度
（
ス
ポ
ま
ち
！

は
じ
め
に

日
本
中
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
日
本
の
チ
ー
ム

や
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
で
多
く
の
国
民
に
夢
や
希
望
を

与
え
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
が
社
会
に
還
元
で
き
る
価
値
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
国
民

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
の
盛
り
上
が
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
自
体
の
競
技
振

興
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
」
の
好
循
環
を
実
現

さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

を
全
国
各
地
域
で
定
着
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

本
稿
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
や
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課

題
・
展
望
、
さ
ら
に
は
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
自
治
体

の
役
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
２
０
２
２
年
３
月
、
第
３
期
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
を
策
定
し
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
の
５
年
間

に
お
い
て
国
や
地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
が
取

り
組
む
施
策
や
目
標
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京
２
０
２
０
大
会
」）

の
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
・
発
展
の
た
め
の
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
の
割
合
」
を
２
０

２
６
年
度
末
に
４０
％
と
す
る
こ
と
を
施
策
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で

ス
ポ
ー
ツ
自
体
を
楽
し
む
こ
と
に
加
え
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）
付

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
　「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
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長
官
表
彰
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。
東
京
２
０
２
０
大
会

終
了
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
・
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く
な
る
環
境

整
備
等
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
に
積
極
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
を
応
援
す
る
た
め
、
毎
年

１
回
、
全
国
の
自
治
体
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
今
後
取
り
組
む
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
審
査
を

通
っ
た
自
治
体
に
対
し
て
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
表
彰
し
、
積
極
的
に
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
間
で
延
べ
７６
の
自
治
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
を
機
に
地
域
の
合
意
形
成
や
取
り
組
み
の
加
速
化

を
後
押
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

中
心
と
な
り
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
全
国
で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
解
決
ツ
ー
ル
と
し
て
の�

ス
ポ
ー
ツ
施
策

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要

と
な
る
施
策
の
一
つ
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
目
的
と
し
て
地
域
外
の
人

が
そ
の
地
域
を
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
と

地
域
資
源
を
融
合
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
体
験
す
る
・

楽
し
む
こ
と
で
交
流
人
口
の
拡
大
や
経
済
の
活
性
化
、
新

た
な
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
に
よ

る
と
、
訪
日
外
国
人
が
日
本
で
体
験
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
「
登
山
」
や
「
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、観
戦
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
は
「
武
道
」
や
「
大
相
撲
」

と
い
っ
た
日
本
特
有
の
ス
ポ
ー
ツ
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
日
本
で
武
道
を
体
験
し
た
い
と
回
答
し
た
訪

日
外
国
人
は
５４
・
１
％
で
あ
り
、
日
本
に
訪
れ
る
外
国
人

の
多
く
が
日
本
文
化
や
歴
史
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。（
図
２
参
照
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ニ
ー
ズ
の
高
い
日

本
発
祥
・
特
有
の
武
道
を
活
用
し
、
歴
史
と
文
化
を
組
み

合
わ
せ
た
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
日
本
の
特
色
あ
る
自

然
資
源
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
周
遊
観
光

等
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
二

つ
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出

を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
発
表
会
や
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
認
知
拡
大
を
図
る
た
め
の
武
道
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ
め
数
多
く
の
方
々
に
広

く
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
触
れ
て
頂
い
て
い
ま
す
。今
後
は
、

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
新
興
資
源
を
生
か
し
た
よ
り
現

代
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用
等
新
た
な
分

野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
の
重
要
な
施
策
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
自
然
環
境
・

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
、
戦
略
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
推
進
す

スポーツ・健康まちづくりの考え方

スポーツや運動を通じて、交流人口の拡大や、誰でも日常的に出歩き、体を動かし、スポーツがで
きる環境整備等に取り組むことによって、スポーツを活かして他の分野における地域課題の解決、
多様性を尊重する社会づくりや地域経済の活性化等を図っていく取組

【施策の具体例】

イ
ン
ナ
ー
施
策

誰でも日常的に
出歩き、体を動かし、
スポーツができる
社会づくり

スポーツを通じた
地域の稼ぐ力の向上、
交流人口の拡大

ア
ウ
タ
ー
施
策

 国内外を含むスポーツ大会・合宿の誘致を通じた宿泊・飲食などの
地域内消費額の増加に係る取組

 自然や文化など、地域資源を活かしたスポーツツーリズムコンテン
ツの創出を通じた来訪者の増加に係る取組

 地域で活動するプロスポーツとの連携による、観戦者の地域滞在、
地域での消費増加に係る取組 等

 誰もが気軽にスポーツに親しめるよう、オープンスペースなどを活
用した、スポーツを通じたまちなかにおける賑わいの場の創出を図
る取組（「ウォーカブル(歩きやすい)」なまちづくり等）

 多様な住民が障壁や垣根なくスポーツや運動に親しめる環境整備を
通じた、多様性を尊重する社会づくりを図る取組（施設のユニバー
サルデザイン化等） 等
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る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
加
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
（
観
光
協

会
、
商
工
団
体
、
大
学
、
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
）

な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
で
あ
る
点
が
特
徴
で
す
。「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
て
、
通
常
は
つ
な
が
り
得
な
い
分
野
の
組
織
・
人

材
・
取
り
組
み
を
つ
な
ぐ
役
割
（
ハ
ブ
機
能
）
を
果
た
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
」
と
い
う
共
通
す
る

目
的
に
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
点
が
強

み
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
や
域
外
か
ら
参
加
者
を
呼
び
込
む
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、
国
内
外
の
大
規
模
な
「
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や
大
学
な
ど
の
「
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」「
地
域
の
健
康
増
進
・

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
数
は
２
０
０
を
超
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
参
照
）

�　

�

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
課
題
と
展
望

２
０
１
１
年
に
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
普
及
・
啓
発
が
始
ま
り
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
各
地
で
萌ほ

う

芽が

が
見

え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
失
や
国
内
人
流

の
抑
制
の
た
め
成
果
を
得
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
し
た
。

今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
を

見
据
え
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
強

化
と
発
展
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
場

分
析
を
踏
ま
え
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
の
立
案
や
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

スポーツツーリズムのマーケティング調査

日本で武道を
体験したい理由は？

日本文化・歴史に
触れたいから

50.７％

日本でしかできないから
33.2%

日本で体験したい
スポーツは？

登山 34.1%
スノースポーツ

31.1％

日本で「みたい」
スポーツは？

1 武道 31.9％
2 大相撲28.5％
3 野球 26.0％
4 スノースポーツ

24.0%
5 サッカー23.8%

日本で武道を体験
したいですか？

YES
54.1％

出典：スポーツ庁「スポーツツーリズムに関するマーケティング調査」平成30年3月
スポーツ庁「武道ツーリズムの振興に関する調査研究」令和2年3月

体験受入可能
な武道施設数

1,868
(スポーツ庁 武道施設デー

タベース)

訪日外国人上位7ヶ国・地域を対象にマーケティング調
査を実施（平成30年）

米国、英国、フランス、オーストラリア、中国を対象に武道
の体験意向等のマーケティング調査を実施（令和２年）

● 地域スポーツコミッション（SC）の設置数は、東京オリパラ大会を起爆剤に、順調に推移。
● 令和5年10月時点で204の設置が確認。 ※第2期スポーツ基本計画：SC設置目標170団体

● 現在は「質の向上」に向け、基盤人材の育成に向けたサポートや持続性確保のため事業
の多角化支援に注力。

「地域スポーツコミッション」の設置数（令和5年10月時点）
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1 武道 31.9％
2 大相撲28.5％
3 野球 26.0％
4 スノースポーツ

24.0%
5 サッカー23.8%

日本で武道を体験
したいですか？

YES
54.1％

出典：スポーツ庁「スポーツツーリズムに関するマーケティング調査」平成30年3月
スポーツ庁「武道ツーリズムの振興に関する調査研究」令和2年3月

体験受入可能
な武道施設数

1,868
(スポーツ庁 武道施設デー

タベース)

訪日外国人上位7ヶ国・地域を対象にマーケティング調
査を実施（平成30年）

米国、英国、フランス、オーストラリア、中国を対象に武道
の体験意向等のマーケティング調査を実施（令和２年）

● 地域スポーツコミッション（SC）の設置数は、東京オリパラ大会を起爆剤に、順調に推移。
● 令和5年10月時点で204の設置が確認。 ※第2期スポーツ基本計画：SC設置目標170団体

● 現在は「質の向上」に向け、基盤人材の育成に向けたサポートや持続性確保のため事業
の多角化支援に注力。

「地域スポーツコミッション」の設置数（令和5年10月時点）
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介
護
・
福
祉
部
局
、
経
済
振
興
部
局
等
、
幅

広
い
部
局
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
民
間
団
体

が
中
心
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
多
い
地
域

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
も
、

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
理
解
や
合
意

形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
公
益
性
を
持
っ

た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
自

治
体
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
の
上
で
、

地
域
全
体
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
地
域
住

民
や
地
元
企
業
等
の
多
様
な
主
体
と
も
連

携
・
協
力
し
て
、自
治
体
が
中
心
と
な
り
「
地

域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
」
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

さ
い
ご
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
域
が
抱
え
る
過
疎

化
・
経
済
の
停
滞
等
の
課
題
に
対
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
価
値
を
五
つ
（
経
済
・

環
境
・
健
康
・
交
流
・
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）

に
大
別
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
向
上
・
生
活
の
質
の
向
上
」「
地
域
社
会
の

一
体
感
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
強
化
」「
社
会
の

持
続
可
能
性
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
」
を
達
成
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
図
４
参
照
）

社
会
課
題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
は
世
の
中
に
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
何
が
活
用
で
き
る
か
は
地
域
の
特

性
や
事
情
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
発
信
力
や
巻
き
込
む
力
が
あ
り
、
周
囲

�

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

地
域
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
体
が
旗
振
り

役
と
な
り
自
治
体
内
の
推
進
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
部
局
は
も
ち
ろ
ん
、
首
長
・
企
画
部
局
の
関

与
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
部
局
、
医
療
・

に
感
動
や
共
感
を
生
む
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
チ
カ
ラ
を

持
つ
「
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
上
で

最
適
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
す
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
資
源
は
日
本
中
に
多
く

埋
も
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
と
地
元
に
あ
る
資
源
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
糸
口
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【参考】
　・スポーツによる「まちづくり」を応援します!	
　　https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/list/1372105.htm
　・スポーツツーリズムポータルサイト「JAPAN　SPORTS　TOURISM」
　　https://sporttourism-japan.com/budo.html　　　
　・地域スポーツコミッション
　　https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/list/detail/1372561.htm

【お問い合わせ先】
　スポーツ庁参事官（地域振興担当）付
　電話：03-5253-4111（内線　3931）　
　E-mail: stiiki@mext.go.jp

スポーツによる地域振興の価値

スポーツ

スポーツによる地域振興は、地域が抱える過疎化・経済の停滞等の各種課題に対し、スポーツがもたらす
５つの価値（経済、環境、健康、交流、ローカルブランド）を通じて、「ウェルビーイング・生活の質の向上」
「地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化」「社会の持続可能性・レジリエンスの向上」などを達成することが期待される。

交流

行動の活性化を通じた
地域内消費の拡大経済

健康

環境

ローカルブランド

交流

社会の持続可能性・レジリエンスの向上

地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化 ウェルビーイング・生活の質の向上

図 4

スポーツによる地域振興の価値

スポーツ

スポーツによる地域振興は、地域が抱える過疎化・経済の停滞等の各種課題に対し、スポーツがもたらす
５つの価値（経済、環境、健康、交流、ローカルブランド）を通じて、「ウェルビーイング・生活の質の向上」
「地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化」「社会の持続可能性・レジリエンスの向上」などを達成することが期待される。

交流

行動の活性化を通じた
地域内消費の拡大経済

健康

環境

ローカルブランド

交流

社会の持続可能性・レジリエンスの向上

地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化 ウェルビーイング・生活の質の向上
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紀
伊
半
島
の
南
部
に
位
置
す
る
み
な
べ

町
は
、
梅
の
生
産
量
が
全
国
一
を
誇
る
梅

の
町
で
、
特
に
代
表
的
な
品
種
で
あ
る
南

高
梅
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
今
般
、
こ

の
地
で
開
催
し
た
地
方
創
生
実
践
塾
は
、

２
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
梅
収
穫

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
主
催
・
一
般
社
団

法
人
日
本
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
協
議

会
〈
島
田
由
香
代
表
理
事
〉）
が
実
現
し

て
い
る
人
と
人
と
の
交
流
が
生
み
出
す
さ

ま
ざ
ま
な
化
学
反
応
の
価
値
を
、
各
地
で

地
方
創
生
に
取
り
組
む
人
た
ち
に
学
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
。

梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歩
み

梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、「
梅

ワ
ー
」）
は
、
前
職
（
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ

パ
ン
）時
代
か
ら
、社
員
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
地
域
課
題
へ
の
貢
献
を
人
事
制
度
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、
次
々
に
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
社
会
に
も
発
信
し
、
人
と
地
域
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
島
田
さ
ん
が
、
２
０
２
２
年
に
創
設

し
た
。

町
の
魅
力
や
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
た
梅
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
了

さ
れ
た
彼
女
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
対

話
の
中
か
ら
、
収
穫
期
の
人
手
不
足
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
見
聞
き
し
、
こ
れ
ら

の
課
題
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
と
参
加
者
の
相
互

に
と
っ
て
新
た
な
価
値
創
造
、真
の
学
び
、

真
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指

し
、
梅
ワ
ー
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

梅
ワ
ー
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
島
田

さ
ん
た
ち
運
営
側
が
、
参
加
者
へ
の
事
前

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
受
け
入
れ
農
家
側
と
の

個
別
の
丁
寧
な
対
話
を
通
じ
て
、
受
け
入

れ
規
模
や
時
期
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
事
前
準
備
を
通
じ
て
、
訪
問
者

は
「
お
客
様
」
や
「
お
手
伝
い
」
と
し
て

で
は
な
く
、
受
け
入
れ
農
家
に
「
貢
献
す

る
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
で
収
穫
作
業
に
臨

む
こ
と
と
な
る
し
、
運
営
側
の
サ
ポ
ー
ト

と
農
家
側
の
創
意
工
夫
を
通
じ
て
、
受
け

入
れ
・
参
加
双
方
に
と
っ
て
の
高
い
満
足

度
が
実
現
す
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
双
方
向
の
貢
献
・
価
値
交

換
型
の
交
流
に
よ
り
、
梅
農
家
な
ど
地
域

の
人
と
訪
問
者
と
が
文
字
通
り「
友
だ
ち
」

と
な
り
、
参
加
者
同
士
の
濃
密
な
関
係
が

構
築
さ
れ
、み
な
べ
町
を
反
復
し
て
訪
れ
、

町
の
人
た
ち
も
含
め
、
参
加
者
同
士
が
再

会
す
る
た
め
に
他
の
地
域
で
集
う
、
と
い

う
地
域
を
越
え
た
持
続
性
が
あ
る
関
係
・

交
流
が
育
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ

に
本
当
の
意
味
で
の
「
関
係
人
口
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

地
方
創
生
実
践
塾
の
成
果

今
回
の
実
践
塾
に
は
、
全
国
か
ら
約
20

名
が
参
加
し
た
。
初
日
は
、
ま
ず
、
町
営

の
う
め
振
興
館
で
、
み
な
べ
町
う
め
課
の

木
田
勝
紀
さ
ん
の
説
明
で
、
作
物
と
し
て

の
梅
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生
態
系
へ
の

理
解
、
開
花
・
受
粉
・
結
実
・
収
穫
か
ら
、

加
工
・
販
売
ま
で
を
通
じ
た
梅
産
業
全
体

を
俯ふ

瞰か
ん

。
同
時
に
、
梅
花
の
受
粉
に
必
要

な
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少
の
問
題
、
山
間

部
の
地
盤
維
持
に
資
す
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
の

存
在
と
そ
れ
を
活
用
し
た
備
長
炭
作
り
な

ど
「
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
全
体
像
を
学
び
、

地
域
へ
の
理
解
と
共
感
を
醸
成
す
る
生
き

た
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
島
田
さ
ん
の
ご
自
宅
で
も
あ

る
「
３み
７な
Ｂベ

ー

ス

Ａ
Ｓ
Ｅ
」
に
移
動
し
て
、
島

田
さ
ん
の
講
義
の
後
、
地
元
の
若
き
梅
農

家
で
あ
る
山
本
秀
平
さ
ん
（
元
町
議
）
を

交
え
て
、
お
二
人
か
ら
、
梅
ワ
ー
の
企
画
・

発
案
の
意
図
や
運
営
の
裏
話
、
地
域
の
魅

力
と
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見

交
換
し
た
。

翌
２
日
目
は
、
午
前
は
収
穫
作
業
、
午

後
は
梅
の
加
工
か
ら
調
理
ま
で
、
産
業
か

ら
文
化
ま
で
を
学
び
体
験
す
る
一
日
。
今

年
の
大
凶
作
の
影
響
で
、
み
な
べ
町
内
は

ほ
ぼ
梅
収
穫
が
終
了
し
て
い
た
た
め
、
梅

収
穫
作
業
は
、
隣
接
す
る
田
辺
市
の
濱
田

農
園
に
お
願
い
し
た
。
収
穫
は
あ
い
に
く

の
雨
の
中
の
作
業
と
な
っ
た
が
、「
お
客

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

に
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
20
日
（
木
）
か
ら
６
月
22
日
（
土
）

に
和
歌
山
県
み
な
べ
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
箕
浦
龍
一

氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

「
梅
ワ
ー
」
で
積
極
的
関
係
人
口
創
出

―
日
本
一
の
梅
産
地
み
な
べ
町
の
課
題
解
決
事
例
―

●

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

箕
浦
　
龍
一

地
方
創
生
実
践
塾 

和
歌
山
県
み
な
べ
町

梅収穫のフィールドワーク
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様
」
で
は
な
く
「
貢
献
」
す
る
マ
イ
ン
ド

で
臨
ん
だ
受
講
生
に
は
、
深
い
体
験
と
学

び
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

濱
田
農
園
で
は
、
収
穫
後
の
梅
果
の
洗

浄
、
漬
け
込
み
の
現
場
を
見
学
し
、
白し

ら

干ぼ
し

梅う
め

に
な
る
ま
で
の
工
程
の
説
明
を
お
聞
き

し
た
後
、
午
後
は
、
梅
加
工
業
を
営
む
岩

本
食
品
に
移
動
し
、
加
工
場
を
見
学
し
な

が
ら
、
代
表
取
締
役
の
岩
本
智
良
さ
ん
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
梅
加
工
品
の
製
造
加
工

の
プ
ロ
セ
ス
を
お
聞
き
し
た
。

こ
の
日
の
締
め
く
く
り
は
、
受
講
生
自

ら
に
よ
る
梅
料
理
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
講

師
の
東
本
庄
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
メ

ニ
ュ
ー
の
検
討
か
ら
食
材
の
準
備
ま
で
、

事
前
に
相
当
時
間
を
か
け
て
企
画
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
野
菜
、
豚
肉
や
鶏
肉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
食
材
と
梅
と
を
組
み
合
わ
せ
る

調
理
方
法
を
学
び
、
味
わ
う
こ
と
で
、
梅

の
収
穫
に
始
ま
り
、
そ
の
後
の
加
工
・
出

荷
か
ら
調
理
を
経
て
、
食
卓
で
味
覚
と
胃

袋
を
満
足
さ
せ
る
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
丸
一
日
、
文
字
通
り
五
感
を
し
っ
か

り
使
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
深
い
学
び

を
堪
能
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
実
践
塾
で
の
体
験
と
学
び
は
、
事

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
主
に
次
の
２
点
に

表
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
お
客
様
扱
い
」

や
「
利
便
性
」
で
は
な
く
、
地
域
の
徒
歩

で
の
移
動
や
農
作
業
へ
の
従
事
も
含
め
、

「
五
感
」
を
使
っ
た
体
験
か
ら
、
主
体
的

な
深
い
学
び
が
得
ら
れ
た
と
い
う
も
の
。

も
う
一
つ
は
、
地
域
の
自
然
、
文
化
、
歴

史
も
含
め
た
全
体
像
を
地
域
の
人
々
か
ら

学
ぶ
こ
と
で
、
地
域
の
伝
統
や
誇
り
に
触

れ
、
価
値
と
共
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
も
の
。

単
な
る
観
光
や
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
は
異
な
り
、
受
け
入
れ
側
と
訪
問

側
の
対
等
な
交
流
を
基
本
と
し
た
関
係
性

の
創
出
、
自
然
・
産
業
・
歴
史
・
文
化
へ

の
広
範
な
学
び
や
理
解
を
通
じ
た
地
域
へ

の
愛
着
醸
成
で
あ
る
。
相
互
の
化
学
反
応

に
よ
る
学
び
合
い
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

み
な
べ
町
の
取
り
組
み
と
梅
ワ
ー
は
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
学
び
の
要
素
を
含
ん

で
お
り
、
実
り
多
き
実
践
塾
と
な
っ
た
。

島
田
さ
ん
が
こ
の
地
で
創
始
し
た
１
次
産

業
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
各
地
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ

な
い
動
き
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
よ
く
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
梅
農

家
・
梅
産
業
の
関
係
者
や
み
な
べ
町
役
場

の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り
梅
ワ
ー
主
催
者

で
あ
り
、
今
回
も
全
面
的
に
ご
高
配
・
ご

尽
力
を
賜
っ
た
島
田
さ
ん
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
心
か
ら
深
く
御
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

地方創生実践塾 in 和歌山県みなべ町の概要

テーマ：�官民地域連携「梅収穫ワーケーション」で地域活性化＆積極
的関係人口の創出�
～日本一の梅の産地・みなべ町のウェルビーイングな課題解
決事例～

１日目　６月20日（木）
講義「みなべ・田辺の梅システム」
特別講師：木田　勝紀氏

フィールドワーク　「うめ振興館視察」
講義�「ワーケーションが課題解決＆関係人口の創出につながる仕
組み」

主任講師：箕浦　龍一氏
講義�「梅ワーが人を惹きつける魅力（ウェルビーイングの観点から）」
特別講師：島田　由香氏

パネルディスカッション�
「梅収穫ワーケーションがもたらすもの」
パネリスト：�箕浦　龍一氏×島田　由香氏×山本　秀平氏

２日目　６月21日（金）
フィールドワーク
「梅収穫ワーケーション」「梅加工事業所、工場見学」「梅料理体験」
３日目　６月22日（土）
グループワーク　「自分の地域の課題をどのように解決するか」

集合写真

グループワーク
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紫
波
町
は
岩
手
県
の
中
央
に
位
置
す
る

人
口
約
３
・
３
万
人
、
１
・
２
万
世
帯
が

暮
ら
す
面
積
約
２
３
９
平
方
キ
ロ
の
町
で

あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
３
駅
を
中
心
に
、

中
央
部
で
は
宅
地
造
成
が
活
発
に
行
わ
れ

社
会
増
で
推
移
す
る
一
方
、
東
西
の
農
村

部
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
が
顕

著
に
表
れ
、
近
年
、
学
校
再
編
に
よ
り
小

学
校
７
校
が
空
き
校
舎
と
な
っ
た
。

町
で
は
、
紫
波
中
央
駅
前
の
町
有
地
を

活
用
し
た
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
端
と
し
て
、
民
間
主
導
型
の
公
民
連

携
を
基
本
と
し
た
低
未
利
用
不
動
産
の
活

用
が
進
む
。
日
詰
商
店
街
で
は
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
新
た
な
動
き
が
起
こ
り
、

東
西
の
農
村
部
で
は
空
き
校
舎
を
活
用
し

た
「
産
業
の
振
興
」
と
「
人
材
の
育
成
」

の
場
の
創
出
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

同
時
進
行
し
て
い
る
。

実
践
塾
で
は
、
都
市
と
農
村
の
つ
な
が

り
に
よ
る
「
暮
ら
し
心
地
の
良
い
ま
ち
」

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
、

「
ま
ち
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
当
事

者
の
思
い
と
考
え
を
共
有
し
た
。

１
日
目
「
紫
波
を
知
る
」

地
方
創
生
実
践
塾
の
紫
波
町
開
催
は
う

れ
し
い
こ
と
に
７
回
目
を
数
え
る
が
、
前

回
か
ら
１
日
増
え
て
全
３
日
間
の
開
催
。

そ
こ
で
重
視
し
た
の
は
参
加
者
同
士
の
関

係
づ
く
り
で
あ
る
。

実
践
塾
１
日
目
は
、
宮
崎
道
名
氏
と
佐

野
智
香
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
お
願

い
し
、
参
加
者
の
「
受
講
目
的
」
と
「
自

分
の
強
み
と
得
意
技
」
を
ス
ピ
ー
チ
し
て

も
ら
い
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
学
び
合

う
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、「
紫
波
を
知
る
」
を
目
的
に

主
任
講
師
で
あ
る
鎌
田
が
「
オ
ガ
ー
ル
」

「
日
詰
商
店
街
」「
学
校
跡
地
」、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
行
政
課

題
と
、
公
共
目
的
の
設
定
、
住
民
の
意
向

と
市
場
性
の
把
握
、民
間
に
委
ね
る
覚
悟
、

民
間
投
資
に
至
っ
た
背
景
と
プ
ロ
セ
ス
を

共
有
し
た
。民
間
事
業
者
と
対
話
を
重
ね
、

行
政
が
制
度
や
仕
組
み
を
作
る
際
に
よ
り

柔
軟
に
対
応
し
、
域
内
経
済
循
環
を
意
識

し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
創
る
「
ま
ち
の

再
編
集
」
の
概
要
を
お
伝
え
し
た
。

町
の
取
り
組
み
を
頭
で
理
解
し
た
後

は
、
日
詰
商
店
街
に
移
動
し
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
さ
ん
ぽ
。
ま
ち
と
住
民

の
雰
囲
気
に
触
れ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

旧
庁
舎
跡
地
に
整
備
さ
れ
た
民
間
温
浴
施

設
「
ひ
づ
め
ゆ
」
と
飲
食
店
に
分
か
れ
て

の
「
急
激
な
関
係
づ
く
り
」
交
流
会
で
初

日
を
閉
じ
た
。

２
日
目
「�

未
来
を
生
み
出
す
、創
る
」

オ
ガ
ー
ル
さ
ん
ぽ
の
後
は
、オ
ガ
ー
ル
・

デ
ザ
イ
ン
会
議
の
委
員
で
あ
り
、
元
長
岡

小
学
校
を
活
用
し
た
農
あ
る
暮
ら
し
と
実

践
を
通
じ
た
人
材
育
成
事
業
「
ノ
ウ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
計
者
と
、
事
業
者
た

ち
か
ら
の
講
義
だ
。

オ
ガ
ー
ル
で
、
紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
オ
ガ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
の
設
計
に
携

わ
っ
た
竹
内
昌
義
氏
は
、
ノ
ウ
ル
で
も
断

熱
気
密
に
優
れ
た
共
同
住
宅
を
設
計
し
て

い
る
。
住
宅
の
性
能
を
上
げ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
こ
と
は
、

住
む
人
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
。

目
指
す
べ
き
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

長
谷
川
浩
己
氏
は
「
は
る
か
昔
か
ら
風

景
は
続
い
て
い
て
、
そ
の
蓄
積
の
上
に
私

た
ち
は
い
る
」
と
語
る
。
オ
ガ
ー
ル
が
ま

だ
更
地
で
あ
っ
た
と
き
、
農
村
に
向
け
て

続
い
て
い
く
「
ふ
さ
わ
し
い
風
景
」
を
想

像
し
オ
ガ
ー
ル
広
場
を
設
計
。
そ
し
て
ノ

ウ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
を
手
掛
け
る
中
で
、
北
上
平
野
か
ら

山
々
ま
で
の
「
地
の
風
景
」
と
田
畑
や
農

家
の
「
生
業
の
風
景
」
を
掛
け
合
わ
せ
、

「
自
分
た
ち
の
農
村
は
美
し
い
」
と
思
え

る
風
景
を
想
像
し
た
と
い
う
。

ノ
ウ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
㈱

マ
ザ
ー
・
オ
ガ
ー
ル
地
方
創
生
ア
カ
デ

ミ
ー
の
代
表
も
務
め
る
岡
崎
正
信
氏
の
講

義
は
、
自
身
の
苦
労
と
喜
び
を
交
互
に
表

し
た
人
生
グ
ラ
フ
か
ら
始
ま
り
、「
事
業

は
継
続
し
て
初
め
て
評
価
さ
れ
る
。
だ
か

ら
売
っ
て
か
ら
施
設
を
造
る
、
逆
算
方
式

が
大
事
」
と
い
う
、
民
間
主
導
型
公
民
連

携
事
業
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
の
経
験
に
基
づ

く
矜き

ょ
う
じ持
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ノ
ウ

ル
で
は
、「
良
い
暮
ら
し
が
あ
る
か
ら
人

は
住
む
」「
１
次
産
業
が
な
く
な
れ
ば

ロ
ー
カ
ル
の
特
性
が
な
く
な
る
」「
栽
培

し
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
し
て
健

康
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
が
農
業
」
と
い
う

ま
ち
と
人
、
産
業
の
原
点
を
考
え
な
が
ら

構
築
さ
れ
て
い
る
。

立
場
は
違
え
ど
も
オ
ガ
ー
ル
の
始
ま
り

か
ら
17
年
間
、
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

共
に
し
て
き
た
高
橋
堅
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
巻
き
込

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

に
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
６
月
27
日
（
木
）
か
ら

６
月
29
日
（
土
）
に
岩
手
県
紫
波
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師

の
鎌
田
千
市
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

ま
ち
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

―
つ
な
が
る
都
市
・
農
村
で
「
暮
ら
し
愉
し
む
」
―

●

紫
波
町
企
画
総
務
部
長

鎌
田
　
千
市

地
方
創
生
実
践
塾 

岩
手
県
紫
波
町
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ん
で
、
巻
き
込
ま
れ
て
」
の
関
係
性
こ
そ

が
他
所
と
の
違
い
で
あ
る
こ
と
を
共
通
理

解
し
た
。

３
日
目
「
地
域
の
人
の
挑
戦
」

３
日
目
は
日
詰
商
店
街
に
あ
る
国
指
定

有
形
重
要
文
化
財
「
平
井
家
住
宅
」
を
会

場
に
、
商
店
街
で
食
堂
を
経
営
す
る
鷹
觜

賢
次
氏
の
講
義
か
ら
始
ま
っ
た
。
鷹
觜
氏

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
首
都
圏
か
ら
訪
れ
た

若
者
の
発
想
を
取
り
入
れ
た
酒
粕
を
使
っ

た
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
商
品
化
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
情
報
発
信
団
体
や
新
規
出

店
者
と
積
極
的
に
交
流
。
多
様
な
主
体
を

巻
き
込
ん
で
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
良

さ
が
残
る
商
店
街
で
、
人
の
笑
顔
が
ま
ち

の
潤
い
と
な
り
、
新
し
い
動
き
に
つ
な
げ

て
い
る
現
在
進
行
形
の
活
動
を
お
話
い
た

だ
い
た
。

最
後
の
講
義
は
、須
川
翔
太
氏
で
あ
る
。

「
町
の
フ
ァ
ン
」
の
声
を
大
事
に
し
、
南

部
杜
氏
発
祥
の
地
と
い
う「
ま
ち
の
誇
り
」

を
生
か
し
た
「
は
じ
ま
り
の
学
校
（
酒
の

学
校
）」
を
元
水
分
小
学
校
で
仕
掛
け
る

と
共
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
経
営
す
る
温

泉
施
設
の
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
し
て
い
る
。
ま
た
、
唎き

き

酒ざ
け

師
や
熱
波
師

の
資
格
を
取
る
こ
と
で
自
分
の
本
気
を
見

せ
な
が
ら
、
地
域
に
必
ず
い
る
熱
い
人
、

い
わ
ゆ
る
「
熱
源
」
に
寄
り
添
い
、
紫
波

な
ら
夢
を
叶
え
ら
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
発
信
源
と
な
っ
て
い
る
。

共
通
す
る
の
は
当
事
者
意
識

岡
崎
氏
が
オ
ガ
ー
ル
を
推
進
し
た
と
き

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
「
怒
」
で
あ
り
、

鷹
觜
氏
の
意
識
が
変
わ
っ
た
の
は
商
店
街

の
店
舗
が
減
っ
て
寂
し
く
な
り
、
役
場
と

い
う
中
心
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
っ
だ
。

須
川
氏
は
オ
ガ
ー
ル
が
有
名
に
な
り
、
町

民
が
農
村
部
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ

て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
を
試
み
た
。
鎌
田
は
異
動
な
く

17
年
間
公
民
連
携
を
担
当
し
、
オ
ガ
ー
ル

か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
、
学

校
跡
地
活
用
に
関
わ
っ
て
い
る
。
共
通
す

る
の
は
圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
で
あ
る
。

岡
崎
氏
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
座
組
が

大
事
で
、
良
い
人
の
連
鎖
が
生
ま
れ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。
ま
ち
へ
の
思
い
を
持
つ

当
事
者
の
情
熱
が
、
竹
内
氏
や
長
谷
川
氏

を
は
じ
め
、デ
ザ
イ
ナ
ー
や
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

中
間
支
援
組
織
の
人
た
ち
へ
と
連
鎖
し
て

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の

は
人
の
関
係
性
が
良
い
か
ら
だ
ろ
う
。

目
的
意
識
を
持
ち
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
取
り
組
む
当
事
者
が
、
巻
き
込
み
巻
き

込
ま
れ
、
連
鎖
し
な
が
ら
起
こ
る
活
動
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
、「
ま
ち
の
未
来

を
デ
ザ
イ
ン
」
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
暮
ら
し
を

愉た
の

し
ん
で
い
る
姿
が
伝
わ
る
、
紫
波
町
ら

し
さ
が
表
れ
た
実
践
塾
で
あ
っ
た
。

地方創生実践塾 in 岩手県紫波町の概要

テーマ：�まちの未来をデザインする～まち「オガール・日詰」
と農村「学校跡地」の暮らしを愉しむ～

１日目：６月27日（木）
オリエンテーション（急激な関係づくり）
コーディネーター：�
　�紫波町地域コミュニティ支援アドバイザー　�
宮崎　道名氏、佐野　智香氏

講義①：�まちの未来をデザインする
主任講師：�紫波町企画総務部長　鎌田　千市氏
フィールドワーク①：�日詰商店街さんぽ
交流会
２日目：６月28日（金）
フィールドワーク②：オガールさんぽ
講義②：�エネルギーから暮らしをデザインする�

～快適で省エネなエコハウス～
講師：�㈱エネルギーまちづくり社代表取締役　�

竹内　昌義氏
講義③：�風景にさわる～そこでしか生まれない次の風景～
講師：�㈲オンサイト計画設計事務所代表取締役　�

長谷川　浩己氏
講義④：�風景から稼ぐ仕組みを創る～オガールとノウルの思

考プロセス～
講師：�㈱オガール代表取締役　岡崎　正信氏
トークセッション
コーディネート：�紫波町参与　高橋　堅氏
パネリスト：竹内氏、岡崎氏、鎌田氏
交流会
３日目：６月29日（土）
講義⑤：�日詰商店街に潤いを～人をつなぎ、巻きこむことで

新しい動きに～
講師：藤屋食堂代表　鷹觜　賢次氏
講義⑥：�少しの勇気で小さな公民連携を積み重ね、地域みんな

で大きな夢を描こう～オガールの学びを次の世代へ～
講師：�紫波町商工観光課商工観光係長　須川　翔太氏
ふりかえりグループワーク

講義に聞き入る参加者

集合写真

フィールドワークの様子
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の
街
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
。
ま
た
、
随
所
に
ゴ
ミ
箱
が

設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
の
排
せ

つ
物
を
回
収
す
る
た
め
の
袋
が
無
償
提
供

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
誰
も
が
適
切
に
ゴ
ミ

の
処
理
を
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

た
。
建
物
の
花
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
が

観
光
客
を
街
と
し
て
歓
迎
す
る
気
持
ち
を

込
め
て
自
主
的
に
飾
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
客
を
受

け
入
れ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え

る
。「

こ
こ
だ
け
」
の
価
値
提
供

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
取
り
組
み
は
、
観
光

客
に
対
し
て
、体
験
や
ガ
イ
ド
に
よ
る「
コ

ト
」
や
地
域
・
季
節
限
定
の
「
モ
ノ
」、

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
、
地
域
の
「
い
ま
だ

け
」「
こ
こ
だ
け
」「
あ
な
た
だ
け
」
の
価

値
を
提
供
し
、
満
足
度
を
高
め
て
い
た
。

こ
の
工
夫
は
地
域
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生

み
、
そ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
よ
る
口
コ
ミ
が

新
規
観
光
客
を
生
み
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の

価
値
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
好

循
環
を
実
現
し
て
い
た
。
ま
た
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
地
域
の
観
光
振
興
や
環
境
保

全
に
当
事
者
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

で
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
実

現
し
て
い
た
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●�

横
山　

泰
成
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
観

光
課
観
光
振
興
班
主
任
）

顧
客
満
足
度
を
高
め
る
工
夫

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
に
必
要
な
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
た

め
に
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
と
ガ
イ
ド

に
よ
る
案
内
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
観

光
資
源
を
た
だ
見
る
だ
け
で
は
、
顧
客
満

足
度
は
高
ま
ら
な
い
が
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー

や
ガ
イ
ド
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
そ
の

季
節
だ
け
の
体
験
や
ガ
イ
ド
と
の
出
会

い
、
そ
の
時
だ
け
の
案
内
と
い
う
付
加
価

値
を
観
光
資
源
に
付
け
て
観
光
客
へ
提
供

し
、
観
光
資
源
の
価
値
と
顧
客
満
足
度
を

高
め
て
い
る
。
ガ
イ
ド
の
案
内
は
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
、
滞
在
時
間
、
季

節
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
や
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
高
い

満
足
度
を
実
現
し
て
い
る
。

街
並
み
に
表
れ
る 

「
歓
迎
の
気
持
ち
」

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
内
に
あ
る
多
く
の
建
物

の
窓
際
に
は
、
花
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
観

光
客
は
街
に
降
り
立
っ
た
だ
け
で
、「
こ

自
治
組
織 

「
ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ
」

ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
は
、
行
政
機

関
と
は
異
な
る
住
民
主
体
の
自
治
組
織
で

あ
る
。
地
域
内
の
意
思
決
定
に
加
え
て
ホ

テ
ル
や
飲
食
店
へ
の
出
資
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
事
業
者
を
支
え
る
こ
と
で
雇

用
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

内
の
遊
休
地
等
を
多
く
取
得
し
、
景
観
維

持
や
乱
開
発
の
防
止
、
観
光
ル
ー
ト
の
策

定
、
ル
ー
ト
整
備
を
実
現
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
住
民
主
導
で
行
わ
れ

て
お
り
、
観
光
の
た
め
に
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
住
民
の
生
活
を
守
り
、
豊
か
に
す

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。

海
外
調
査
報
告

ス
イ
ス
④

― 街の価値高める住民主導の取り組み ―
地域資源を活用した観光振興と環境保全の両立

観光振興に当たっては、地域の限りある資源を有効活用するとともに、将来にわたり維持していく持
続可能な取り組みが求められている。これを実現するためには、地域資源を磨き上げるだけではなく、
環境に目を向け資源の保全を図ることが重要である。自然を生かした観光振興と環境保全の先進地であ
るスイス・ツェルマット村において、観光と環境を両立するポイントについて調査を実施した。

ツェルマットの街並み

地域シンボルのマッターホルン
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フ
ェ
で
は
、
地
元
の
農
園
か
ら
自
転
車
で

配
達
さ
れ
た
食
材
を
利
用
し
た
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
食
材
調
達
に
気
候
変
動
が
与
え
る
影

響
を
考
え
る
機
会
を
若
者
に
与
え
、
若
者

自
身
に
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙

い
が
あ
る
と
い
う
。

三
つ
の
要
因
が
影
響

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
３

点
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
若
者
や
メ
デ
ィ
ア
の
環
境
問
題
に
対
す

る
関
心
が
高
く
、
政
治
的
・
経
済
的
な
力

に
遠
慮
し
な
い
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
多
く

の
国
民
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

②
民
主
主
義
の
意
識
が
高
く
、
行
政
と
住

民
・
事
業
者
と
の
間
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
良
い
関
係
性
が
構
築

さ
れ
て
い
る
こ
と

③
未
来
を
起
点
に
現
在
を
考
え
る
「
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
」
に
よ
り
、
小

さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み
重
ね
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と

こ
れ
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
今
後
、
日
本
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進
が
期
待
で
き

よ
う
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●�

佐
藤　

丈
史
（
山
形
県
米
沢
市
議
会

事
務
局
議
事
調
査
担
当
主
任
）

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
北
東
部
に
位
置

す
る
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ポ
ー
ト
地
区
で
は

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
脱
化
石
燃
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
の
３０
％
を
自
給
自

足
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
先
に
掲
げ
、

２
０
１
０
年
か
ら
大
規
模
な
都
市
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
地
区
内
で
は
自
動
車

か
ら
自
転
車
・
公
共
交
通
へ
の
転
換
、
建

物
で
使
用
す
る
以
上
の
電
力
を
生
み
出
す

「
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
実
験
、

地
区
内
で
発
生
し
た
ご
み
を
燃
料
と
す
る

地
域
暖
房
シ
ス
テ
ム
な
ど
先
進
的
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
行
政
が
主
導
す
る
の
で
は
な

く
、
初
め
に
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
を
事
業

者
や
市
民
と
と
も
に
考
え
、
小
さ
な
実
験

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
対
話
と
協
働
に
よ

り
進
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

調
査
先
③ 

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
テ
ィ
と
若
者

の
ア
ク
シ
ョ
ン（
ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
）

２
０
１
１
年
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
テ

ィ
に
認
定
さ
れ
た
ヨ
ー
テ
ボ
リ
市
は
、
行

政
、
産
業
界
、
市
民
団
体
、

学
校
、
政
治
家
な
ど
多
様

な
主
体
に
よ
る
協
議
委

員
会
を
設
置
し
、
お
互
い

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

合
い
な
が
ら
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
が
若
者
の
居

場
所
と
し
て
整
備
し
た

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
カ

調
査
先
① 

環
境
ラ
ベ
ル
制
度
に
よ
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
好
循
環

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
環

境
へ
の
負
荷
が
低
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

表
す
「
環
境
ラ
ベ
ル
」
が
あ
ら
ゆ
る
商
品

に
表
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ホ
テ
ル
や
金

融
サ
ー
ビ
ス
に
も
環
境
ラ
ベ
ル
認
証
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
消
費
者
に
は
ラ
ベ

ル
の
表
示
が
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
す
る
生
活
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
お

り
、
企
業
も
消
費
者
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
積
極
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商
品
を

開
発
・
宣
伝
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま

れ
て
い
る
。

調
査
先
② 

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ポ
ー
ト
地
区
の
エ

コ
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
市
）

海
外
調
査
報
告

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
①

― 一人ひとりの生活に根付く SDGs ―
北欧に学ぶサステナブルなまちづくり

近年、SDGsの目標達成に向けて積極的に取り組む地方公共団体が増えてきており、筆者が所属する
山形県米沢市でも市民総参加でサステナブルなまちづくりを進めている。一方、持続可能な社会のため
に行動を起こすことは、日本では「お金がかかる」「手間がかかる、不便」という意識が高く、なかな
か個人の行動変容まで進んでいない。そこで、国民一人ひとりの生活に SDGs の考え方や行動が根付
くスウェーデンの先進事例について調査を行った。

家庭ごみは「ごみシューター」を通じて 
自動回収

環境ラベルの付いたスーパーのジャム
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私
た
ち
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
は
、
芸

術
と
遊
び
の
力
に
よ
っ
て
、
多
世
代
交
流

を
促
進
し
、
だ
れ
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
東
京
都
新
宿
区
に
所
在

す
る
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
運
営
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
る
「
木
育
（
も
く
い
く
）」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
締
結
、
毎
年
、
木

育
を
全
国
へ
普
及
し
て
い
く
た
め
の
活
動

を
共
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

当
法
人
が
主
催
す
る「
木
育
サ
ミ
ッ
ト
」

で
の
協
働
は
協
定
締
結
前
か
ら
現
在
ま
で

継
続
し
て
お
り
、
近
年
で
は
、
姉
妹
お
も

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、「
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の
職

員
交
流
や
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造

協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
木
育
推
進
事
業
部
の
髙
野
祥
代
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

ち
ゃ
美
術
館
で
の
現
場
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催

す
る
な
ど
、
日
本
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
木
育
普
及
啓
発
の
場
を
つ
く
り
、
よ

り
多
く
の
自
治
体
職
員
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
人
た
ち
と
つ
な
が
り
、
木
育
を
広

げ
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。び

わ
湖
木
育
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

木
育
サ
ミ
ッ
ト
は
、
林
野
庁
補
助
事
業

を
受
託
し
て
２
０
１
３
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
木
育
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
毎
年
継
続
開
催
し
て
お
り
、
第
１１
回

開
催
と
な
る
２
０
２
３
年
度
は
滋
賀
県
で

実
施
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖
上
を
走
る
大
型

客
船
「
ビ
ア
ン
カ
」
を
会
場
と
し
、
環
境

先
進
県
で
あ
る
滋
賀
県
内
の
木
育
活
動
や

企
業
の
取
り
組
み
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

全
国
の
事
例
に
も
着
目
し
、
木
育
を
全
国

で
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

「
琵
琶
湖
で
語
る
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
（
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
）
と
木
育
」
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
日
月
大
造

滋
賀
県
知
事
、
京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
加
藤
好
文
氏
、
青
山
豊

久
林
野
庁
長
官
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

常
任
顧
問
椎
川
忍
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
し
た
。

議
論
の
中
で
は
「
日
本
は
、
古
来
よ
り

稲
作
と
漁
労
を
中
心
に
暮
ら
し
て
き
た
特

異
な
国
で
あ
り
、
木
が
な
け
れ
ば
健
全
な

生
活
は
保
た
れ
な
い
。
日
本
民
族
の
伝
統

文
化
を
守
り
な
が
ら
、
国
の
発
展
を
考
え

ら
れ
る
次
世
代
を
育
て
る
『
木
育
』
を
十

分
に
理
解
す
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
提
起
も
な
さ
れ
、

地
域
活
性
化
と
木
育
が
関
連
づ
け
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

各
地
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
も 

活
動

姉
妹
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
の
現
場
セ
ミ

ナ
ー
は
、
現
在
全
国
１２
館
に
広
が
る
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
姉
妹
館
を
「
地
域
活

性
化
」
に
つ
い
て
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
位

置
づ
け
て
企
画
・
実
施
し
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
２
０
２
０
年
度
の
花
巻
お
も

ち
ゃ
美
術
館
（
岩
手
県
）
で
の
開
催
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館（
東
京
都
）、木
曽
お
も
ち
ゃ
美
術
館（
長

野
県
）
と
毎
年
会
場
を
変
え
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

各
館
に
よ
っ
て
設
立
プ
ロ
セ
ス
や
運
営

方
法
等
は
地
域
の
特
性
や
事
情
に
合
わ
せ

て
異
な
り
、
行
政
担
当
職
員
や
館
長
、
運

営
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
い
っ
た
実
際
に
設

立
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
か
ら
、
設
立
ま
で

の
苦
労
も
含
め
た
リ
ア
ル
な
体
験
を
伝

え
、
現
在
の
運
営
状
況
や
、
こ
れ
か
ら
目

指
し
て
い
き
た
い
地
域
活
性
化
の
姿
を

語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
内
を
案
内
し
、
地
域
の
魅
力

や
宝
物
、
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い
文
化

を
、
ど
の
よ
う
に
お
も
ち
ゃ
や
遊
び
に
し

て
伝
え
て
い
る
の
か
、
木
育
推
進
施
設
と

し
て
地
域
の
木
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
館
内
で
木
材
を
使
う
と
き
の
考

え
方
や
工
夫
な
ど
も
伝
え
て
い
ま
す
。

林
業
・
製
材
業
・
木
工
業
な
ど
森
林
・

木
材
に
関
わ
る
産
業
振
興
、
観
光
振
興
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
市
民
参
画

等
、
多
様
な
側
面
か
ら
の
、
木
育
を
通
し

た
地
域
活
性
化
を
各
館
が
目
指
し
て
お

り
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
広
く
伝
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。赤

ち
ゃ
ん
に
贈
る 

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
と
は
、
当
法
人

が
取
り
組
む
木
育
活
動
の
中
で
、「
地
域

で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
地
産
地
消
の
木

の
お
も
ち
ゃ
を
誕
生
祝
い
品
と
し
て
贈

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み

「
木
育
」
で
つ
な
が
る
人
と
地
域

―
自
治
体
と
連
携
し
た
多
様
な
実
践
―

髙
野　

祥
代

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

木
育
推
進
事
業
部
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る
」
事
業
を
指
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
体

と
連
携
し
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を

し
た
自
治
体
に
は
、
こ
の
誕
生
祝
い
品
事

業
を
伴
走
支
援
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０

年
に
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
現
時

点
で
５９
市
区
町
村
と
４
県
が
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
宣
言
を
す
る
ま
で
に
広
が
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
、
愛
媛
県
今
治
市
と
群
馬

県
嬬
恋
村
が
新
た
に
宣
言
し
、
木
育
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
誕
生
祝
い
品
の
他
に
も
、
木
育

を
広
げ
て
い
く
人
材
育
成
と
し
て
木
育
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
や
、
移
動
型

の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
あ
る
「
木
育
キ
ャ

ラ
バ
ン
」、
さ
ら
に
「
わ
が
ま
ち
に
も
お

も
ち
ゃ
美
術
館
を
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
自
治
体
等
に
対
し
て
は
、
姉
妹
館
設
立

支
援
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
が
る
人
と
地
域

木
育
を
よ
り
社
会
に
根
付
か
せ
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は

下
記
の
２
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
１
点
目

は
「
木
育
の
伝
え
手
の
育
成
」、
２
点
目

は
「
木
育
の
原
体
験
の
機
会
提
供
」
で
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
年
間
２０
回
以
上
開

催
し
人
材
養
成
を
し
て
い
る
木
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
受
講
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、

「
伝
え
手
」
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
地
域
密
着
型
の
木
育
推
進
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
あ
る
全
国
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

機
会
提
供
の
場
と
し
て
も
生
か
し
広
げ
て

い
き
ま
す
。

各
家
庭
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
家
族
と
一

緒
に
国
産
材
の
木
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
て

遊
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
も
ち
ゃ
美
術

館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
木
質
化
空

間
の
中
で
木
の
お
も
ち
ゃ
で
存
分
に
遊
ぶ

こ
と
も
、
木
の
魅
力
と
出
会
う
原
体
験
に

な
り
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
身
近
に
存
在
す
る

こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
原

体
験
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
木

育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
拠
点
が
増

え
、人
材
の
質
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
木
育
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
人
と
人
、

人
と
地
域
を
つ
な
げ
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
く
取
り
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

木育インストラクター養成講座

檜原森のおもちゃ美術館現場セミナー

びわ湖木育サミットの様子
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講
演

東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
の
高
村
ゆ
か
り
氏
は
、「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
か
う
世
界

～
『
変
化
』
の
中
の
企
業
と
地
域
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
物
の
運
用
・
維
持
に
お
い
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
そ
の
も
の
を
削
減

（
省
エ
ネ
化
）
し
、
再
エ
ネ
の
導
入
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

脱
炭
素
化
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

技
術
解
説

国
土
交
通
省
住
宅
局
参
事
官
（
建
築
企

画
担
当
）
付
係
長
中
村
歩
氏
は
主
に
「
住

宅
・
建
築
物
分
野
に
お
け
る
省
エ
ネ
化
の

背
景
」「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
は
／
Ｚ
Ｅ
Ｂ
設
計
の

要
点
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
・
家
庭
部
門
の
う
ち
建
築
物
分
野

で
の
省
エ
ネ
化
と
し
て
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
非
住
宅
建
築
物
の
新
築
に
お
い
て
Ｚ

Ｅ
Ｂ
水
準
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ス
ト
ッ

ク
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
水
準
の
達
成
を
目
指
す

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
、
建
築
物

省
エ
ネ
法
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
基
準
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
今
後
、計
画
建
物
の
用
途
・

規
模
に
応
じ
た
設
備
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
割
合
な
ど
を
鑑
み
て
、
効
果
的
な
省
エ

ネ
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

事
例
紹
介

神
奈
川
県
開
成
町
都
市
計
画
課
長
の
柏

木
克
紀
氏
は
、「
新
築
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

事
例
紹
介
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
11
月
に
竣
工
し
た
開
成

町
役
場
庁
舎
は
、
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
を
合

わ
せ
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減

率
が
約
80
％
と
「
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ　

Ｚ
Ｅ

Ｂ
」
を
達
成
し
、
日
本
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎

と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

福
岡
県
久
留
米
市
環
境
政
策
課
事
務
主

査
の
佐
々
木
翔
一
氏
は
、「
既
存
公
共
建

築
物
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
30
年
以
上
前

の
１
９
９
０
年
に
竣
工
し
た
既
存
建
築
物

を
改
修
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
実
現
し
た
施
設

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

東
京
都
品
川
区
区
長
室
新
庁
舎
建
設
担

当
課
長
の
小
林
剛
氏
は
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
よ

る
省
エ
ネ
と
快
適
性
︱
品
川
区
で
の
取
組

︱
」を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。「
エ

コ
ル
と
ご
し
」
は
、
公
園
内
の
施
設
で
あ

る
た
め
、
子
ど
も
の
環
境
学
習
に
力
を
入

れ
た
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
貢
献
し
て
い
る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
乗
り
入
れ
た
り
と
、
品
川
区

民
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
と

の
こ
と
で
す
（
２
０
２
２
年
２
月
竣
工
、

Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ　

Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
）。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

講
演
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

の
金
丸
弘
美
氏
に
よ
る
軽
快
な
進
行
に
よ

り
、「
議
会
や
住
民
か
ら
理
解
を
得
る
た

め
に
」
を
切
り
口
に
幅
広
い
テ
ー
マ
で
ト

ー
ク
が
進
み
ま
し
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
幅
広
く

周
知
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
共
通
し

た
思
い
を
感
じ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
て
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
し
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
導
入
す
る
必
要
性
」
や
「
住
宅
・

建
築
物
分
野
に
お
け
る
省
エ
ネ
化
の
重
要

性
と
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
制
度
・
設
計
の
最
新
情

報
」「
日
本
全
国
の
自
治
体
に
よ
る
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
の
事
例
・
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
関
係

者
か
ら
の
反
応
」
な
ど
、
立
場
の
異
な
る

講
師
陣
か
ら
の
講
演
を
聴
く
こ
と
で
、
建

築
物
に
お
け
る
環
境
へ
の
貢
献
に
つ
い

て
、
俯ふ

瞰か
ん

的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
山
脇　

英
明

（
東
京
都
中
野
区
か
ら
派
遣
）

２
０
２
４
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
４
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
導
入
セ

ミ
ナ
ー
～
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
」
を
、
２
０
２
４
年

６
月
７
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
が
テ
ー
マ
。
地
方
公
共
団
体

な
ど
か
ら
現
地
会
場
12
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
36
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

～
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

Ｚ
Ｅ
Ｂ
導
入
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

集合写真
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地域
TOPICS
トピックス

アンテナ
ショップ紹介石

川
県
の
首
都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

は
、
こ
れ
ま
で
は
東
京
・
銀
座
に
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
春
の
北
陸
新
幹
線
の
県
内

全
線
開
業
（
小
松
駅
、
加
賀
温
泉
駅
）
を

見
据
え
、
令
和
６
年
３
月
９
日
に
、
東
京

駅
近
く
の
八
重
洲
通
り
に
面
し
た
ビ
ル
の

１
階
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

店
舗
は
、
東
京
駅
直
結
の
複
合
商
業
施

設
「
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
」
に
隣

接
し
た
角
地
に
あ
り
、
東
京
駅
八
重
洲
口

か
ら
徒
歩
４
分
の
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

ひ
と
足
入
れ
ば
石
川
県

日
の
光
が
差
し
込
む
明
る
い
店
内
は
、

石
川
県
産
の
素
材
を
随
所
に
活
用
し
つ

つ
、「
来
店
者
へ
の
お
も
て
な
し
の
心
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

石
川
県
産
の
ス
ギ
材
を
使
用
し
和
傘
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
天
井
、
金
沢
城
の
石
垣

に
も
使
わ
れ
る
「
戸
室
石
」
や
、「
手
取
川
」

の
川
砂
を
混
ぜ
た
床
、
能
登
半
島
の
珪け

い

藻そ
う

土
を
活
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
壁
な
ど
、

内
装
か
ら
石
川
ら
し
さ
が
発
見
で
き
る
の

も
、
魅
力
の
一
つ
で
す
。

「
買
っ
て
、食
べ
て
」応
援
に
感
謝

本
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

を
受
け
て
、「
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

被
災
地
を
支
援
し
た
い
」
と
の
温
か
い
お

気
持
ち
か
ら
、応
援
消
費
を
目
的
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き

ま
し
た
。

店
舗
で
は
、
日
本
酒
や
お
菓
子
、
食
品

の
他
、
輪
島
塗
な
ど
の
伝
統
的
工
芸
品
か

ら
雑
貨
ま
で
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
本
稿

執
筆
の
８
月
初
旬
時
点
で
は
、
能
登
半
島

地
震
の
影
響
か
ら
、
能
登
を
中
心
に
商
品

の
出
荷
が
難
し
い
事
業
者
も
い
ま
す
が
、

今
後
の
復
興
状
況
に
合
わ
せ
て
取
扱
商
品

数
を
増
加
さ
せ
、
県
内
事
業
者
の
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
企
業
の
新
商
品
開
発
な
ど

を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
「
成
長

戦
略
フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用
し
て
商
品
化
さ

れ
た
商
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
石
川
県
の

企
業
の
新
製
品
も
ぜ
ひ
手
に
お
取
り
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
、
店
内
に
は
、
食
や
伝
統
的

工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
る「
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
」

も
設
置
。
地
酒
や
お
茶
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
な
ど
の
石
川
の
味
覚
を
そ
の
場
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る「
飲
食
エ
リ
ア
」

も
あ
り
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
店
舗
内
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
市

町
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、
観
光
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
石

川
県
の
観
光
地
や
食
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
旅

行
に
つ
い
て
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
石

川
県
の
魅
力
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
店
内
イ

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
な
ど
を
活
用
し
、
観
光
Ｐ

Ｒ
・
文
化
発
信
イ
ベ
ン
ト
、
県
内
企
業
の

販
路
開
拓
の
た
め
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
で
、
本
県
の
魅
力
を
首
都
圏
の
皆
様
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
情
報
も
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
継
続
し
て
ご
支
援
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

―
「
八
重
洲
い
し
か
わ
テ
ラ
ス
」
―

東
京
駅
か
ら
徒
歩
４
分

石
川
の
今
を
お
届
け
し
ま
す

石
川
県
産
業
政
策
課
主
任
主
事

南　

美
江

県産素材をふんだんに利用した店内

金箔を散りばめた
ソフトクリーム

八重洲いしかわテラス
東京都中央区八重洲２−１−８　八重洲Ｋビル１Ｆ
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吉
野
川
市
は
徳
島
県
北
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
は

約
１
４
４
平
方
キ
ロ
、
人
口
は
約
３
万
８
０
０
０
人
の
市
で
あ

り
、
日
本
三
大
暴
れ
川
の
一
つ
で
四し

国こ
く

三さ
ぶ
ろ
う郎
の
異
名
を
も
つ
大

河
・
吉
野
川
の
恵
み
に
育
ま
れ
、
阿あ

波わ

富ふ

士じ

と
も
呼
ば
れ
美
し

い
姿
の
高こ

う
つ
さ
ん

越
山
を
は
じ
め
と
す
る
四
国
山
地
の
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山
々
が

連
な
る
、
川
と
緑
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
美み

郷さ
と

の
ホ
タ
ル
、
約
１
２
０
０
株

が
群
生
し
て
い
る
船ふ

な

窪く
ぼ

の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
、
日
本
最
大
の
川

中
島
で
あ
る
善ぜ

ん

入に
ゅ
う

寺じ

島と
う

な
ど
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
が
息

づ
い
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
平
成
１６
年
１０
月
１
日
に
旧
麻お

植え

郡
の
３
町
１
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
、
本
年
令
和
６
年
１０
月
に
市
制
２０
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
吉
野
川
市
を
舞

台
と
す
る
映
画
製
作
に
ま
も
な
く
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。
吉
野

川
市
の
魅
力
を
全
国
へ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
と
も
に
映
画
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
は
「
世
代
を
越
え
て
夢
紡
ぐ
ま
ち
」
を

市
の
将
来
像
と
し
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
福
祉
に
密
着
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
掛
け
な
が
ら
、
特
に
子
育
て
支
援
を

は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。現

在
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
地
域
経
済
の
衰
退
に
加
え
、

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
る
な
ど
厳
し
い
現
実
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
私
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
縮

し
ゅ
く

充じ
ゅ
う」
と
い
う
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
口
が
減

っ
て
い
く
こ
と
に
た
だ
悲
観
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
み

暮
ら
す
人
々
が
日
々
の
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
持
っ
て
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
く
、
縮
ん
で
い
く
が
充
実
し
て
い
く
の
が
「
縮

充
」
で
す
。
言
わ
ば
、
少
数
精
鋭
的
な
考
え
方
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
縮
充
社
会
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
画
一
的
な
も
の

の
形
成
よ
り
も
地
域
の
特
性
や
持
続
可
能
性
を
重
視
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
次
代
を
担
う
市
役
所
の
若
手
職
員
の
育
成
に

も
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
よ
り

中
央
省
庁
等
へ
若
手
職
員
を
積
極
的
に
派
遣
し
、
東
京
で
の
経
験

と
人
脈
を
広
げ
る
こ
と
で
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
へ
積
極
的
に
飛
び
出
す
職
員
を
育
成
す
る
た
め
、
地
元
の
青

年
経
済
人
や
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
深
め
た
共
同

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
伝
統
産
業
や

農
業
な
ど
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
市
役
所
職
員
に
よ
る
地

域
貢
献
活
動
応
援
制
度
を
本
年
か
ら
導
入
し
、
職
務
外
に
お
け
る

地
域
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
な
ど
、
若
手
職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
地
方
創

生
で
あ
り
ま
す
が
、
東
京
圏
へ
の
転
入
超
過
の
歯
止
め
は
か
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
々
の
価

値
観
が
変
化
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
が
進
ん
だ
中
で
、

地
方
の
自
然
豊
か
な
環
境
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
は
現
在
１１
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
首
都
圏
な
ど
か
ら
移
住
し
、
地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
や
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
任
期
を
終
え
た
協
力
隊

員
が
地
域
に
残
り
、
起
業
し
た
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

将
来
的
に
は
絶
え
ず
市
内
の
至
る
所
で
、
協
力
隊
員
が
活
発
に
活

動
し
て
い
る
環
境
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
部
か
ら
来
た
人
た
ち
が
、
温ぬ

く

も
り
の
あ
る
風
土
や
地
元
の

住
民
の
方
々
に
魅
力
を
感
じ
、
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
事
例
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
増
や
し
、
縮
充
社
会
に
お
け
る
精
鋭
を
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
ら
も
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。

「縮充社会」でのまちづくり
徳島県吉野川市長 原井　敬
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弟子屈町

北
海
道

308

█屈斜路湖
国内最大級のカルデラ湖。湖畔には多くの温泉が湧出。キャンプや
カヌーなどを楽しむ人が多く、冬にはシベリアから白鳥が集います

行きたいまちへ、行きたいまちへ、
生きたいまちへ。生きたいまちへ。
弟子屈弟子屈

█カヌー
屈斜路湖・釧路川源流と周辺の大自
然を体感できるカヌーツアーは四季
を通して楽しめます

█コタン温泉露天風呂
屈斜路湖に面した石造りの湯船が特長の無料
の露天風呂。冬には白鳥も訪れ、まるで混浴
しているかのような体験ができます

█摩周そば
収穫量が少なく一般流通していないことから
幻のそばといわれています。全国のそば通を
うならせる逸品です

█硫黄山（アトサヌプリ）
名湯「川湯温泉」の湯の源である「アトサヌ
プリ」は、アイヌ語で「裸の山」を意味します。
木々の生えない山肌には1500以上もの噴気
孔があり、蒸気を噴出しています

█摩周湖カムイテラス
屋上には多様な眺めを提供する3段デッキ構
造のテラスがあります。晴天の夜には星空を
観察でき、夏の早朝には気象条件が合えば雲
海を眺めることができます

█摩周和牛
摩周湖の麓で伸び伸びと育てられた
摩周和牛。肉質は柔らかく、赤身と
サシのバランスも良く、A5等級と
非常に高い評価を受けています

弟子屈町はひがし北海道の中心に位置し、深い森と美し
い水に囲まれています。町域の65％が阿寒摩周国立

公園に指定され、豊かな自然に恵まれた、日本最大のカルデ
ラの大地です。世界有数の透明度を誇る摩周湖。日本一大
きなカルデラ湖である屈斜路湖。今なお噴気を上げ続ける
硫黄山。森と湖と火山が織りなす大自然が広がっています。

また、自然だけではなく食が豊かなことも弟子屈町の魅
力です。収穫量が少ないことから幻といわれる摩周そばを
はじめ、マンゴー、メロン、ジャガイモ、摩周和牛など自
然の恵みが凝縮された農畜産物も豊富となっています。

2022年には持続可能な観光に関する国際基準を用いた「弟子屈町観光振興計画」を制定しました。訪れる方や、町民の方に
とっても幸せな町であり続けるためスローガンであります「行きたいまちへ、生きたいまちへ。」の 
まちづくりに取り組んでいます。
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スポーツには健康増進だけでなく、人々の交流を深め、地域課題の解決につなげる力がある。地元チームを通じた住民の連帯
感向上や、合宿誘致による関係人口の創出など、スポーツによる活性化に取り組む地域の事例を紹介する。
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特 集
基調論文ス

ポ
ー
ツ
が
与
え
る
地
域
へ
の
影
響

ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京
オ
リ

パ
ラ
）や
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
は
、

開
催
地
に
多
く
の
観
光
客
を
も
た
ら
し
、
地
域
経
済
を
潤

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
無
観
客
大
会
で
あ
っ
て
も
東

京
オ
リ
パ
ラ
の
経
済
効
果
は
、
直
接
的
な
観
光
収
入
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
寄
与
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後

も
、
そ
の
効
果
は
地
域
に
持
続
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
続

け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
強

め
る
重
要
な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
結
び
つ
き
が
よ
り
一
層
強
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス

ポ
ー
ツ
は
健
康
増
進
や
教
育
の
機
会
を
提
供
し
、
地
域
全

体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

東
京
オ
リ
パ
ラ
と
地
域
振
興

東
京
オ
リ
パ
ラ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄
せ
、
経
済
的
な

波
及
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
、
東
京
都

だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
観
光
客
が
増
加
し
、
ホ
テ
ル
の

稼
働
率
が
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
パ

ラ
に
向
け
て
行
わ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
、
地
域
全
体
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
羽
田
空
港
の
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡
張
や
、
新
た
な
交
通
網
の
整
備
が

行
わ
れ
、
国
内
外
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。
東
京

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
持
続
可
能
な
成
長
を

―
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
へ
―

間
野　

義
之

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
学
長

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

筆者プロフィール
間野 義之氏

（まの・よしゆき）

神奈川県横浜市出身。博士（スポーツ科学）。三菱総合研究所、
早稲田大学スポーツ科学学術院等を経て、今年7月よりびわこ
成蹊スポーツ大学学長。スポーツ庁・経済産業省「スポーツ未
来開拓会議」座長。経済産業省「地域×スポーツクラブ産業研
究会」座長。著書に『オリンピック・レガシー　2020年東京
をこう変える!』（2013年　ポプラ社）、『奇跡の3年　2019・
2020・2021　ゴールデン・スポーツイヤーズが地方を変える』

（2015年　徳間書店）、『東京大学特別講義・スポーツビジネス・
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オ
リ
パ
ラ
を
契
機
に
整
備
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
、
多

く
の
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
と
し
て
使

用
さ
れ
た
ア
リ
ー
ナ
や
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
大
会
後
も
多
目

的
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
新
国
立
競
技
場
や
有
明
ア
リ

ー
ナ
は
、
国
内
外
の
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
大
会
終
了
後
の
課
題
と
し
て
、
一
過
性
の
ブ
ー
ム

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
地
域
社
会
と
協
力
し
、
大
会
レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
た

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。例
え
ば
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
学
校
と
連
携
し
、
大
会
で
得

ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

影
響

東
京
オ
リ
パ
ラ
は
あ
る
意
味
で
局
所
的
、
一
過
的
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
以
下
、

Ｒ
Ｗ
Ｃ
）
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
１２
都
市
で
４３
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
に
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
Ｒ
Ｗ
Ｃ
の
際
に
は
、
各
地
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、

地
元
の
商
工
会
議
所
が
主
導
し
た
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
は

大
成
功
を
収
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
地
元
の
商
店
街
が
Ｒ
Ｗ
Ｃ
に
合
わ
せ
て
特

別
セ
ー
ル
を
実
施
し
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
商
業
活
動
が
活
発
化
し
、
地

域
経
済
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
の
一
例
で
あ
り
、
今
後
の
参
考
と
な
る

べ
き
で
す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
計
画
的

か
つ
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
軸
に
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
の

成
功
事
例

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
地
域
観
光
を
結
び
つ
け
る
Ｐ
Ｒ
戦
略

は
、多
く
の
成
功
事
例
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

長
野
県
で
は
地
元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
試
合
観
戦
ツ
ア

ー
を
企
画
し
、
試
合
後
に
は
地
元
の
温
泉
や
観
光
地
を
巡

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
県
外
か

ら
も
観
光
客
を
引
き
寄
せ
、地
域
経
済
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
特
産
品
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催

し
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ

ら
に
、
北
海
道
で
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
組

み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

札
幌
市
で
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
て
、

地
元
の
観
光
地
や
特
産
品
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
観
光
客
が
増
加
し
、
地
域
経
済
に
も
貢

献
し
ま
し
た
。
特
に
、
札
幌
雪
ま
つ
り
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
連
携
し
た
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
人
気
を
集
め
、
多
く

の
観
光
客
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
連
携
し
て
、
地
元
の
観
光
地
や
特
産
品
を
紹
介

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
地
域
経
済
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
地
元
の
観
光
地
や
特
産
品

を
堪
能
す
る
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
功
事
例
は
、
他
の
地
域
で
も
参
考
に
す
べ

き
モ
デ
ル
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
観
光
を
結

び
つ
け
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
は
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
、
さ
ら
に

は
全
世
界
に
発
信
し
、
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
地
域
社
会
が
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
得
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
と
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
学
が
行
う
取
り
組
み

私
が
学
長
を
務
め
る
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
で

は
、
地
域
と
の
連
携
を
重
視
し
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
琵

琶
湖
と
比
良
山
系
と
い
う
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
新
入
生
が
参
加
す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン

プ
」
で
は
、
比
良
山
系
の
最
高
峰
で
あ
る
武
奈
ヶ
岳
（
１

２
１
４
メ
ー
ト
ル
）
へ
の
登
頂
が
行
わ
れ
、
学
生
同
士
の

絆
を
深
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
質
が
最
も
良
い
湖
畔
で
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
、
多
彩
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
の
実
習
を
通
じ
て
、
学
生
は
自
然
と
共
に
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

社
会
連
携
の
取
り
組
み
で
は
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
び
わ
ス
ポ
大
学
祭
」
は
、

地
域
住
民
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
提
供
さ
れ
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
普
及
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

特 集
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さ
ら
に
、
大
学
と
企
業
・
団
体
が
連
携
し
て
行
う
「
ス

ポ
ー
ツ
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
で
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
が
育
成
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
本
学
が
地
域
社
会
と
共
に
成

長
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
具
体
的
な
例
で
す
。
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
自
然

環
境
を
活
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
本
学
は
地
域
社
会
に
持
続
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

未
就
学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で 

～
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
貢
献

本
学
は
、
地
域
の
未
就
学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
び
わ
ス

ポ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
運
動
あ
そ
び
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教
え
、
延
べ
３
万

５
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
学
生
が
指
導
者
と
し
て
参
加
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
学
び
、
健
全
な
心
身
の
発
達
を
促
進
し
て
い
ま

す
。ま

た
、「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｏｕ
ｔ
ｄｏ
ｏ
ｒ　

Ｓｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
で
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
で

き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
Ｍ

Ｌ
Ｇ
ｓ
（
琵
琶
湖
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
比
良
山
系
や
琵
琶
湖

を
舞
台
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
参
加
者
に
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
て
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
促
し
ま
す
。

大
学
の
艇
庫
を
活
用
し
た
カ

ヤ
ッ
ク
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、多
く
の
参
加
者
に
人
気
が
あ
り
、

地
域
住
民
の
健
康
促
進
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
元
の
高
齢
者
向
け
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

充
実
し
て
い
ま
す
。「
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
健

康
維
持
や
交
流
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ

れ
、
高
齢
者
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
介
護
施
設
と

連
携
し
て
行
う
「
介
護
予
防
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
ス
タ

ー
ト
し
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
健
康
促
進
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
社
会
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
で
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
す
る

た
め
の
重
要
な
一
歩
で
す
。
本
学
は
、
地
域
住
民
と
共
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

琵琶湖と比良山系に囲まれたキャンパスに広がる充実のスポーツ施設

地域の方に実施する公開講座「ストックウォーキング」

滋賀県内の子どもたちを対象とした「びわスポキッズプログラム」
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部
活
動
の
地
域
移
行
と
そ
の
課
題

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
推
進
す
る
「
部
活
動
の
地
域
移
行
」
は
、

地
域
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
本
学
は
、
京

都
市
と
と
も
に
「
中
学
校
休
日
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
た
実
践
研
究
」
を
行
っ
て
お
り
、
学
生
を
部
活
動

指
導
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

地
域
の
部
活
動
を
支
え
る
新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
移
行
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
人
口
格
差
や
施
設
不
足
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
部
と
地
方
部
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
数
や
質
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
移
行
が
円
滑
に
進
む
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
施
設
の
確
保
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
指
導
者

の
確
保
や
育
成
も
重
要
な
課
題
で
す
。地
域
移
行
に
伴
い
、

部
活
動
を
指
導
で
き
る
人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
本
学

で
は
進
行
中
で
す
。
具
体
的
に
は
、
２
０
２
３
年
度
に
は

２３
名
の
学
生
が
京
都
市
の
公
立
中
学
校
で
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
）
の
指
導
者
の
取
得
を
推
奨
し
、
学
生
が
指
導
者
と
し

て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
を
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
自
治
体
・
企

業
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
、
部
活
動
の
新
た
な
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
持
続
可
能
な
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
展
望

ス
ポ
ー
ツ
は
、
地
域
社
会
に
持
続
可
能
な
成
長
を
も
た

ら
す
鍵
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
の
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
に
寄
与
し
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
学
校
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
連
帯
感
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

本
学
は
、
自
治
体
や
企
業
と
連
携
し
、
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
創
造
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
、
地
域
住
民

と
共
に
楽
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
琵

琶
湖
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や
、
比
良
山
系
を
舞
台
に
し
た
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
た
め
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
も
重

要
で
す
。
地
域
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、本
学
は
、

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
て
、
健
康
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
健
康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。地
域
社
会
と
共
に
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
し
、

よ
り
良
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

共
創
の
未
来
へ

地
域
と
の
共
創
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
は
、
日

本
で
初
め
て
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
大
学
名
に
冠
す
る
大
学
と

し
て
開
学
し
た
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
の
使
命
で

す
。
地
域
社
会
と
協
力
し
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

本
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
持

続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
共
に
成
長
し
続
け
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

部活動の地域移行に向けた実践研究として中学校で指導を行う学生
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篠
原　

宏
寿

網
走
市
教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

き
っ
か
け
は
ソ
ウ
ル
五
輪
直
前
合
宿

１
９
８
５
年
、
北
海
道
の
東
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
空

の
玄
関
口
で
あ
る
女
満
別
空
港
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
便
が

ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
州
か
ら
の

移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
観
光
業
界
を
は
じ
め
経

済
界
は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
当

時
、
北
海
道
を
訪
れ
る
観
光
客
の
動
向
は
、
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
へ
の
転
換
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
状
維
持

は
衰
退
の
始
ま
り
。
選
ば
れ
る
地
域
で
な
け
れ
ば
ま
ち
が

衰
退
し
て
い
く
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
伴
い
、
網
走
市
の
夏
季
の
気
候
が
清
涼
で
あ
る

こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
、
医
療
機
関
や
飲
食
店
な
ど
が
あ
る
こ

と
、
オ
フ
の
日
に
観
光
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
市
内
の
各
競
技
団
体
の
努
力
が
あ
り
、
ボ

ー
ト
競
技
、
女
子
体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
長
距
離

の
４
種
目
に
つ
い
て
、
日
本
代
表
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

◆◆◆

直
前
合
宿
が
網
走
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
お
よ
び
受
け
入

れ
の
た
め
「
網
走
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
実
行
委
員
会
」（
事

務
局
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
を
立

ち
上
げ
、
交
流
人
口
の
増
加
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
の
活

性
化
お
よ
び
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
掲
げ
、
本
格
的
に

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

ラ
ン
ナ
ー
が
夏
の
風
物
詩

早
速
、
同
年
７
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
で
は
初
と
な
る
法
政

大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
よ
る
合
宿
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま

す
。
こ
れ
は
網
走
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
頼
り
に
実
現

し
た
奇
跡
的
な
合
宿
で
し
た
。

そ
の
後
、
年
々
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の
合
宿
が
増
え
て
い

き
、
１
９
９
２
年
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
合
宿

受
け
入
れ
を
契
機
に
翌
年
は
１１
チ
ー
ム
に
ま
で
増
加
。
こ

の
頃
、
近
隣
市
町
に
合
宿
す
る
チ
ー
ム
と
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
網
走
ス
ポ
ー
ツ
ト

◆◆◆

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
「
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
称
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
７
面
同
時
に
マ
ッ
チ
が
組
ま

れ
ま
し
た
。

近
年
は
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
の
開
催
シ
ー
ズ
ン
変
更

に
伴
い
、
社
会
人
チ
ー
ム
の
合
宿
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
２
チ
ー
ム
の
受

け
入
れ
を
再
開
し
、
２
０
２
４
年
７
月
に
は
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
直
前
合
宿
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
男
子
セ
ブ
ン
ズ

日
本
代
表
の
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
以
外
で
は
２
０
２
４
年
７
～
８
月
に
か
け

て
、
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
所
属
の
３
チ
ー
ム

に
よ
る
合
宿
が
行
わ
れ
、
北
海
道
初
と
な
る
網
走
合
宿
を

実
施
す
る
チ
ー
ム
同
士
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

陸
上
競
技
で
は
主
に
陸
上
長
距
離
種
目
に
取
り
組
む
実

業
団
チ
ー
ム
に
長
年
合
宿
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
大
学
・
高
校
含
む
３８
チ
ー
ム
に
合
宿
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
網
走
市
の
７
月
上
旬
か
ら
８
月
下

旬
は
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
街
中
で
実
業
団
ラ
ン
ナ
ー

が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の
光
景

は
網
走
の
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
網
走
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
の
ほ

か
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
や
車
い
す

レ
ー
サ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
合
宿
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
網
走
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
は
、
５３
団
体
、
８
８
２
人
、
延
べ
宿

泊
人
数
８
１
２
８
人
を
受
け
入
れ
、
約
３
億
４
０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
人
口
３
万
３
０
０
０
人
の
小
さ

な
ま
ち
で
こ
れ
ら
が
実
現
し
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

北
海
道
網
走
市

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
地
域
振
興

―
波
及
効
果
は
３
億
４
０
０
０
万
円
に
―
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宿
に
関
係
す
る
全
て
の
事
業
者
・
関
係
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

連
携
に
よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

合
宿
事
業
の
概
要

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
事
業
の
取
り
組
み
概
要
は
以
下
の
通
り

で
す
。

⑴
実
施
主
体
＝
網
走
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
実
行
委
員
会

⑵
事
業
内
容
＝
①
合
宿
誘
致
事
業
②
合
宿
受
け
入
れ
事
業

⑶
発
足
＝
１
９
８
８
年

⑷
構
成
＝
（
一
財
）
網
走
市
体
育
協
会
、
網
走
市
、
網
走

市
教
育
委
員
会
、
各
競
技
協
会
、
学
識
経
験
者
（
事
務

局
は
市
教
委
社
会
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
課
）

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

特
徴
は「
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
で
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
」

受
け
入
れ
体
制
で
、
網
走
市
が
行
っ
て
い
る
対
応
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
で
す
。

⑴�

合
宿
チ
ー
ム
の
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施

設
使
用
料
は
全
額
免
除

⑵�
最
寄
り
の
女
満
別
空
港
か
ら
網
走

市
内
宿
泊
施
設
ま
で
の
送
迎

⑶�

網
走
市
内
宿
泊
施
設
か
ら
練
習
会

場
ま
で
の
送
迎

⑷�

地
場
産
品
等
の
差
し
入
れ
（
例
＝
メ

ロ
ン
や
お
水
な
ど
）

⑸�

宿
泊
・
レ
ン
タ
カ
ー
の
仲
介

⑹�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
調
整

な
ど
な
ど
、
可
能
な
限
り
ご
要
望
に
お

◆◆◆◆◆◆

応
え
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
引
き
も
心
を
込
め
て

余
談
で
す
が
「
こ
ん
な
こ
と
も
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

こ
と
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ラ
イ
ン
引

き
は
市
の
担
当
職
員
自
ら
が
心
を
込
め
て
「
真
っ
直
ぐ
」

引
い
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン
が
真
っ
直
ぐ
な
こ
と
は
当
た
り

前
な
こ
と
で
す
が
難
し
く
、
選
手
や
関
係
者
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
な
こ
と
の
よ
う
で
す
。
他
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

通
称
「
司
令
塔
」
と
い
う
見
晴
台
（
ビ
デ
足
場
の
２
～
３

段
組
み
）
を
設
置
・
撤
去
し
た
り
、
テ
ン
ト
や
パ
イ
ロ
ン
・

バ
ー
の
設
営
・
撤
去
な
ど
も
し
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
展
望

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
減
少
し
て
い
る
市
内
宿
泊
施
設

や
、
１
泊
２
～
３
食
の
食
事
提
供
の
維
持
で
す
。
網
走
市

に
お
い
て
も
施
設
の
老
朽
化
・
物
価
高
騰
・
人
手
不
足
・

働
き
方
改
革
な
ど
、
複
層
的
な
原
因
に
よ
る
課
題
が
あ
り

ま
す
。
網
走
市
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
行
い
、

需
要
が
あ
る
こ
と
を
粘
り
強
く
関
係
者
に
お
伝
え
す
る
こ

と
で
少
し
ず
つ
好
転
に
向
か
う
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

展
望
と
し
て
は
、
網
走
合
宿
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
る

チ
ー
ム
の
皆
様
に
引
き
続
き
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
誘

致
活
動
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
粘
り
強
く
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
へ
の

合
宿
誘
致
を
行
い
ま
す
。
新
た
な
動
向
と
し
て
は
、
今
後

秋
春
制
に
移
行
す
る
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
の

合
宿
誘
致
を
行
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

網走市スポーツ合宿実行委員会

網走スポーツトレーニングフィールドの全景

網走市スポーツ合宿実行委員会

①スポーツ合宿誘致事業
・取り組み内容
⇒次年度以降の合宿実現に向けてのPR活動

②スポーツ合宿受け入れ事業
・取り組み内容
⇒連絡・調整・差し入れ
⇒送迎：①空港～市内間、②宿泊施設～練習場）

③スポーツ合宿環境整備事業
・取り組み内容
⇒必要な環境を整える。（例：グラウンド整備ほか）

④市民競技力向上・地域スポーツ振興事業
・取り組み内容
⇒合宿チームとのテストマッチやスポーツ教室開催

【主な事業・取組】

【組織体制】

網走市スポーツ合宿実行委員会

網走市網走市スポーツ協会ほか
関係機関

【コミッション概要】
構成組織：網走市スポーツ合宿実行委員会、網走市

（一財）網走市スポーツ協会ほか関係機関
特徴：スポーツ合宿の誘致、受入で地域振興！
HP：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/life/2/15/65/

＼北のスポーツ基地 網走／

スポーツ合宿は網走市がサポートします！

関係者に「日本一」と言われる天然芝の
ラグビーグラウンド
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山
本　

聡

三
沢
市
障
が
い
福
祉
課
課
長
補
佐 

兼
共
生
社
会
推
進
係
長

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト

三
沢
市
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
や
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
共
生
の
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
沢
市
は
、
事
前

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
加
え
て
、
平
成
２７
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
活
動
指
針
を
策
定

し
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
明
る
く
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
普

及
・
推
進
し
て
い
こ
う
と
決
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
や
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
進
め
、
宿
泊
可
能
な
公
共
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
受
け

入
れ
態
勢
も
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ

◆◆◆

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
障

が
い
と
障
が
い
者
理
解
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

会
な
ど
を
開
催
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
受
け
入
れ
た
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
世
界
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
い

ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー

カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ

と
が
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
三
沢
市
に
と
っ
て
間

違
い
な
く
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
市
職
員
を
は
じ
め
、
市
内
の
経

済
団
体
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
交
流
協
会
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
が
携
わ
り
、
食
事
の
提
供
や
宿
泊
室
の
環

境
整
備
、
通
訳
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
全
面
的
に
カ
ナ
ダ
チ

ー
ム
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

私
は
、
当
時
、
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
が
宿
泊
施
設
と
し
て
利

用
し
た
三
沢
市
国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
を
管
理
し
て
い

る
部
署
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
車
い
す

ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
以
外
の
部
分
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
外
国
人
で
あ
る
こ

と
、
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
国
の
代
表

選
手
た
ち
で
あ
る
こ
と
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、一
気
に
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
障
が
い
と
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
し
、
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

も
同
様
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

そ
ん
な
貴
重
な
経
験
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
は
、

小
学
生
と
中
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ

ナ
ー
教
室
と
手
話
教
室
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
授
業
の
三

つ
の
事
業
を
実
施
し
て
、
障
が
い
と
障
が
い
者
に
対
す
る

子
ど
も
た
ち
の
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日
頃

の
生
活
で
接
す
る
す
べ
て
の
人
と
の
接
し
方
や
障
が
い
の

社
会
モ
デ
ル
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
日
々

の
生
活
の
中
で
気
づ
き
や
学
び
を
得
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
推
進
す
る
上
で
、
最
も
大
事
な
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
話
教
室
は
、
ろ
う
者
の
講
師
が
、
あ
い
さ
つ
や
日
常

会
話
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
イ
ン
に
教
え

る
も
の
で
、子
ど
も
た
ち
に
手
話
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

手
話
に
触
れ
て
み
て
も
ら
い
た
い
、
欲
を
言
え
ば
手
話
通

訳
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

青
森
県
三
沢
市

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
ウ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て

―
東
京
オ
リ
パ
ラ
が
き
っ
か
け
に
―
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こ
の
手
話
教
室
を
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
１
年
を
通
し

て
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
も
あ
り
、
手
話

教
室
は
、
ど
の
学
校
も
共
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
教
師
の
方
々
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
授
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
講
師
も
楽
し
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
有
意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
授
業
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
が

い
者
の
視
点
や
障
が
い
者
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち
の
認

知
度
が
高
く
、
ル
ー
ル
の
分
か
り
や
す
さ
も
あ
っ
て
、
み

ん
な
に
浸
透
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

こ
の
事
業
も
笑
い
声
や
笑
顔
が
絶
え
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
運
動
が
苦
手
な
子
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

が
見
る
限
り
み
ん
な
笑
顔
で
楽
し
そ
う
で
す
。
私
は
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
ま
ず
は
と
に
か
く
こ
の
競
技
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

経
験
で
感
じ
た
こ
と
を
い
つ
か
思
い
出
し
て
も
ら
う
だ
け

で
も
事
業
と
し
て
は
大
成
功
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

裾
野
を
広
げ
る

こ
の
よ
う
に
三
沢
市
で
は
主
に
三
つ
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
上
で
、

入
り
口
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最

も
大
事
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
と

て
も
効
果
が
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
や
「
共
生
社
会
へ
の
理
解
」
を
事

業
目
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
計
画
し
て
い
る
団
体
も
出
て

◆◆◆

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
市
が
や
っ
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
だ
と
私
は
勝
手

に
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
多
少
の
成
果
や
効
果
は
あ
る
も

の
の
、
個
人
や
団
体
、
学
校
に
よ
っ
て
は
温
度
差
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
市
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

浸
透
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
裾
野
を
広
げ
る
、
共
生
社
会
の
実
現
を
意
識

す
る
人
の
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
引

き
続
き
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

パラスポーツの体験授業

笑顔あふれる手話教室

ユニバーサルマナー教室で障がいへの理解促進
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中
口　

敬
太

笠
間
市
都
市
計
画
課
主
幹

令
和
３
年
４
月
、
茨
城
県
営
都
市
公
園
「
笠
間
芸
術
の

森
公
園
」
に
国
内
最
大
級
オ
ー
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
「
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
日
本
選
手
の
活
躍
に
よ
り
国
内
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
熱

が
上
昇
し
て
き
て
い
る
中
、
当
市
に
お
い
て
も
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

課
題
だ
っ
た
若
年
層
誘
客

笠
間
市
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、歴
史
や
文
化
の
薫
る
ま
ち
で
す
。「
笠

間
焼
」「
稲
田
み
か
げ
石
」「
笠
間
の
栗
」
は
、
当
市
を
代

表
す
る
地
域
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
し
た
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
三
大
稲
荷
の
一
つ
で
あ
る
笠
間

稲
荷
神
社
を
中
心
と
し
た
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
に
は
、
多

く
の
人
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

若
年
層
の
誘
客
に
弱
い
こ
と
か
ら
、
若
者
へ
の
訴
求
力
の

高
い
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆◆◆

五
輪
正
式
種
目
化
が
後
押
し

笠
間
芸
術
の
森
公
園
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
利
用
者

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、未
開
園
エ
リ
ア
の
活
用
や
、

若
者
の
利
用
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
茨

城
県
と
笠
間
市
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
笠

間
市
の
課
題
を
踏
ま
え
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
東
京
五
輪

の
正
式
種
目
に
決
ま
っ
た
こ
と
も
後
押
し
と
な
り
、
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
と

市
が
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

施
設
は
、
五
輪
採
用
種
目
で
あ
る
パ
ー
ク
、
ス
ト
リ
ー

ト
の
本
格
的
な
コ
ー
ス
に
加
え
、
初
心
者
で
も
楽
し
め
る

フ
ラ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
も
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
観
覧
が
で
き
る
ス
タ
ジ
ア
ム
型
の
観
覧
エ
リ
ア

や
、
雨
天
対
応
の
屋
内
ゾ
ー
ン
、
快
適
な
環
境
で
観
覧
で

き
る
休
憩
施
設
、
夜
間
対
応
の
照
明
施
設
、
シ
ャ
ワ
ー
室

や
シ
ョ
ッ
プ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能
を
完
備
し
た
管
理
棟

な
ど
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
施
設
で
あ
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

「
民
」
と
連
携
し
た
運
営

①
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
「
民
」
と
の
連
携

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、
専
門
性
が
高
い
施
設
で
あ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
施
設
運
営
や
大
会
・
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
実
績
を
持
つ
（
株
）
ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
が

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
定
期
的
な
ス

ク
ー
ル
開
催
や
、
日
常
点
検
に
よ
る
高
品
質
な
パ
ー
ク
の

維
持
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

②�

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
に
よ
る
「
民
」
と
の
連
携

ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
推
進
役
と
し
て
、

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
メ
デ
ィ
ア
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の「
民
」

が
一
体
と
な
っ
た
「（
一
社
）
笠
間
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
民
」
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

を
盛
り
上
げ
る
体
制
を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
賑
わ

い
創
出
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
「
聖
地
」
を
目
指
し
て

当
市
を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
と
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
き
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
国
内
最
高
峰
の
大
会
誘
致
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

当
パ
ー
ク
の
高
水
準
の
セ
ク
シ
ョ
ン
や
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
観
覧
席
を
生
か
し
、「
日
本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
選
手
権

◆◆◆◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

茨
城
県
笠
間
市

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

―
最
高
峰
の
大
会
誘
致
、
関
連
商
品
開
発
も
―
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大
会
」
や
「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
日
本
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
の
誘
致

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
大
会
は
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

も
出
場
す
る
な
ど
話
題
性
も
高
く
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
認
知
度
向

上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
若
者
を
集
客
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
事
や
お
土
産
な

ど
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
確
実
に
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

②
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
い
く
た
め
に
「
茨
城
県
知
事
杯
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
大

会
ｉ
ｎ
か
さ
ま
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
で
３
回
目
と
な
る
本
大
会
で
す
が
、
地

元
の
キ
ッ
ズ
た
ち
の
登
竜
門
と
な
る
大
会

と
し
て
確
立
し
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
裾

野
の
拡
大
や
競
技
レ
ベ
ル
向
上
を
狙
っ
て

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
ま
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
将
来
は
五
輪
出
場
が
期

待
で
き
る
選
手
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
地
域

資
源
を
融
合
さ
せ
た
関
連
商
品
を
開
発
し

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
形
を
し
た
「
笠

間
焼
」
の
箸
置
き
や
、
地
元
ベ
ー
カ
リ
ー

の
ス
ケ
ボ
ー
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
多

く
の
魅
力
的
な
商
品
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

③�

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
新
た
な
広
が
り

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
と
し
て
さ
ら

な
る
普
及
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

関
わ
る
人
を
増
や
す
た
め
、
新
た
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
元
の
笠
間
高
校

メ
デ
ィ
ア
芸
術
科
と
連
携
し
、
授
業
や
部

活
動
で
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
活
用
し
て
も

ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
写
真
専
攻
の
生
徒
に

当
パ
ー
ク
で
撮
影
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
パ
ー
ク
内
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
撮
影
す
る

こ
と
の
な
い
「
動
」
の
撮
影
に
挑
戦
で
き
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
人
た
ち
に
違
っ
た
視

点
か
ら
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
が
制
作
し
た
映
像
を
パ
ー
ク
内
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
投
影
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
珍
し
い
光
景
に
ス
ケ
ー
タ
ー
も
映
像
に
合
わ
せ
て
滑

る
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
よ
り

多
く
の
人
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
の

創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

若
年
層
の
集
客
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
通
し
て
ま
ち
全

体
の
一
体
感
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、広
域
か
ら
の
集
客
に
よ
る
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
の
増
加
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
輪
で
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
盛
り
上
が
り
を
レ
ガ
シ

ー
と
捉
え
、
今
後
も
大
会
誘
致
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。同
時
に
、

さ
ら
な
る
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
べ
く
「
官
」「
民
」「
学
」

で
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
全
国
的
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

し
て
く
る
中
で
、「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
か
さ
ま
」

と
し
て
第
一
線
に
立
っ
て
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

ムラサキパークかさま全景第 4 回日本スケートボード選手権 Kasama City Cup

「笠間焼」スケボー箸置き笠間高校連携事業のプロジェクションマッピング
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金
澤　

剛
史

久
喜
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副
主
幹

人
気
急
上
昇
の
「
３
Ｘ
３
」

「
３
Ｘ
３
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
が
ベ
ン
チ
に
入
れ
ず
指

示
も
出
せ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
も
多
く
、
戸
惑
う

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
は
思
い
っ
き
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

２
０
２
４
年
７
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
３
人
制
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
「
３
Ｘ
３
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
小
学

生
大
会
」
で
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
、
市
内
外
か
ら
参
加

し
た
選
手
が
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「
３
Ｘ
３
」
は
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と
な
り
、
若
い
世

代
を
中
心
に
人
気
急
上
昇
の
種
目
で
す
。

主
な
ル
ー
ル
と
し
て
①
１０
分
の
試
合
時
間
か
２１
点
先
取

で
決
着
②
監
督
や
コ
ー
チ
は
ベ
ン
チ
入
り
で
き
な
い
③
メ

ン
バ
ー
は
３
名
＋
交
代
要
員
１
名
の
計
４
名
④
ゲ
ー
ム
中

メ
ン
バ
ー
交
代
は
制
限
な
し
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
展
開
や
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
、
監
督
や
コ
ー

◆◆◆

チ
に
頼
ら
な
い
＝
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
主
体
的
な
判
断
が
養
え

る
と
い
っ
た
要
素
や
、
１
チ
ー
ム
３
～
４
人
で
構
成
す
る

た
め
、
チ
ー
ム
数
が
多
く
結
成
で
き
、
試
合
出
場
で
き
る

選
手
が
増
え
る
な
ど
の
点
か
ら
、
３
Ｘ
３
を
導
入
す
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
増
え
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

久
喜
市
で
は
現
在
、
小
学
生
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
３
Ｘ
３
の
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
は
、
す
べ
て
市
民
団
体
「
３
Ｘ
３
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
実

行
委
員
会
」
が
企
画
運
営
し
、
久
喜
市
は
連
携
し
て
会
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
市
内
の
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
生
徒
が
、
市
内
で
運
営
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
食
堂
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訪
れ
た
こ
と
で
す
。

同
高
校
は
早
く
か
ら
３
Ｘ
３
を
導
入
し
て
お
り
、
２
０

２
０
、
２
０
２
２
年
の
２
度
に
渡
っ
て
全
国
大
会
で
優
勝

し
た
強
豪
校
で
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
子
ど
も
食
堂
の
運
営

◆◆◆

ス
タ
ッ
フ
が
、「
高
校
の
３
Ｘ
３
活
動
を
応
援
し
て
、
久

喜
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
２
０
２
２
年
に
実

行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

以
来
、
市
内
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
や
飲
食
店
オ

ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
現
在

は
１１
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
オ
ー
ナ
ー
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
プ
ロ
チ

ー
ム
「
埼
玉
ワ
イ
ル
ド
ベ
ア
ー
ズ
」
は
、
２
０
２
３
年
４

月
よ
り
、
久
喜
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

普
及
に
向
け
体
験
ク
リ
ニ
ッ
ク

３
Ｘ
３
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式

種
目
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
度
は
高
い
も
の
の
、

競
技
人
口
の
少
な
さ
が
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
既
存
の
５

人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
者
や
コ
ー
チ
に
、
ま
ず
は

３
Ｘ
３
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
チ
ー
ム
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
に
採
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
普
及
の
カ
ギ
と
考

え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
小
学
生
大
会
の

一
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
高
校
生
に
よ
る
３

Ｘ
３
体
験
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
教
え
る
側
の
高
校
生
６
～
７
人
を

１
グ
ル
ー
プ
と
し
た
中
グ
ル
ー
プ
と
し
、
中
グ
ル
ー
プ
の

高
校
生
１
人
に
つ
き
小
学
生
３
～
４
人
を
配
置
。
小
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
ま
す
。
中
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
練
習
メ
ニ
ュ

ー
が
組
ま
れ
、
小
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な

す
仕
組
み
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て
高
校
生
が
考
案
し
、
き
め
細
や
か

な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
。
小
学
生
に
と
っ

て
は
、
実
践
的
な
レ
ッ
ス
ン
が
受
け
ら
れ
、
少
人
数
で
あ

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

埼
玉
県
久
喜
市

３
人
制
バ
ス
ケ
通
じ
て
多
世
代
交
流

―
取
り
組
み
の
核
は
高
校
生
―
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る
が
故
の
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、
競
技
に

親
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
加
え
て
、
本
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の

ま
ま
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
と
っ
て
も
、
教
え
る
こ
と
で
普
段
の
自
分
の

プ
レ
ー
を
省
み
る
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
継
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
実
施
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

３
Ｘ
３
×
付
加
価
値

よ
り
多
く
の
人
に
３
Ｘ
３
に
関
心
を
抱
い
て
も
ら
う
に

は
、
大
会
開
催
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
付
与

し
、
多
く
の
方
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
心
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

小
学
生
大
会
で
は
市
民
団
体
と
連
携
し
、
２０
店
舗
以
上

が
出
店
す
る
マ
ル
シ
ェ
を
展
開
。
来
場
者
が「
つ
い
で
に
」

３
Ｘ
３
を
観
戦
す
る
、
３
Ｘ
３
観
戦
者
が
「
つ
い
で
に
」

マ
ル
シ
ェ
を
楽
し
む
、
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
と
す
る
こ
と

で
、
訪
れ
た
５
０
０
名
近
く
の
方
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
業
施
設
で
開
催
し
て
い
る
高
校
生
大
会
で
は
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
要
素
を
付
加
。
大
会
の
前
後
で
高
校
生
と
観

戦
者
が
一
緒
に
、
会
場
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
事
業
を
展
開
し
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。高

校
生
が
活
動
下
支
え

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
核
と
な
る
の
は
「
高
校
生
」
で
す
。

◆◆◆

小
学
生
大
会
や
高
校
生
大
会
で
は
、
試
合
の
審
判
や
タ
イ

ム
キ
ー
パ
ー
、
受
付
ま
で
を
こ
な
し
て
お
り
、
ま
さ
に
裏

方
と
し
て
重
要
な
存
在
で
し
た
。

ま
た
、ご
み
拾
い
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
ど
、
全
て

の
活
動
を
下
支
え
し
て
い
る
の
は
高
校
生
で
す
。

高
校
生
が
核
と
な
り
、
大
会
の
参
加
者
や
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
で
関
わ
っ
て
い
る
大
人
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
こ

と
で
、
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

広
域
展
開
も
検
討

こ
の
よ
う
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
３
Ｘ
３
の
取
り
組

み
で
す
が
、
今
後
は
本
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
、
周
辺
地
域
に
波
及
さ
せ
、
広
域
展
開
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
埼
玉
県
は
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
文
化
で
あ
り
、
郊
外

に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
い
く
つ
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
校
生
大
会
の
よ
う
に
、
３
Ｘ
３
イ

ベ
ン
ト
×
商
業
施
設
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
ス

タ
イ
ル
を
複
数
の
地
域
で
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
十
分
に
可

能
だ
と
考
え
ま
す
（
実
際
に
、
既
に
動
き
始
め
て
い
る
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
）。

広
域
で
展
開
す
る
こ
と
で
、
本
取
り
組
み
は
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
点
で
も
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
高
校
生
の
力
を
借
り
て
、
取
り
組
み
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

３X3 大会の様子

大会前後に会場
周辺でごみ拾い

小学生大会での「３X3 体験クリニック」
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有
泉　

学

山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
担
当
主
査

や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン（
以
下「
Ｙ
Ｓ
Ｅ
」）は
、

令
和
４
年
４
月
１
日
に
山
梨
県
が
設
立
し
た
地
域
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
注
）
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
、

イ
ベ
ン
ト
・
観
光
関
連
企
業
、
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
観
光
資
源
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
発
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
と
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
一
部
が
本
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
独
自
性
の
あ
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど

に
よ
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

る
。Ｙ

Ｓ
Ｅ
が
企
画
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
単

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
を
楽
し
め
る
こ
と
や
普
段
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所

◆◆◆

を
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
み
特
別
に
走
行
で
き
る
こ
と
な
ど
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
要
素
に
よ
り
特
徴
化
・
独
自
化
し
て
い

る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、
寺
院
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
な

が
ら
周
り
、
御
朱
印
を
集
め
る
ツ
ア
ー
や
ト
ン
ネ
ル
を
管

理
す
る
た
め
の
避
難
坑
を
自
転
車
で
走
る
ツ
ア
ー
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

Ｙ
Ｓ
Ｅ
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
メ
イ
ン
と
し

て
位
置
づ
け
、
特
徴
的
な
も
の
が
「
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ　

Ａ
Ｄ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ　

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｉ
ｎ　

Ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ

―
Ａ
ｌ
ｐ
ｓ
（
サ
イ
ク
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ

南
ア
ル
プ
ス
）」
で
あ
る
。

普
段
走
れ
ぬ
コ
ー
ス
を
開
放

当
ツ
ア
ー
の
概
要
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
も
登

録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
の
北
岳
の
麓
、
広
河
原
（
日
本
で

２
番
目
に
高
い
北
岳
の
登
山
口
で
標
高
は
約
１
６
０
０
メ

ー
ト
ル
）
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
、
広
河
原
で
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
日
し
か
体
験
で
き
な
い
非
日
常
感
・

◆◆◆

プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
売
り
に
し
て
い
る
。

特
徴
の
１
点
目
は
、
普
段
自
転
車
で
は
走
れ
な
い
県
営

林
道
を
こ
の
日
に
限
り
開
放
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
コ

ー
ス
と
な
る
南
ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ
ー
林
道
は
、
か
つ
て
多

く
の
登
山
者
の
マ
イ
カ
ー
が
行
き
交
っ
た
道
で
あ
る
が
、

車
両
の
増
加
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
と
な
っ

た
時
期
を
経
て
、
現
在
で
は
登
山
者
用
の
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
の
み
走
行
可
能
で
一
般
車
両
は
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、「
登
山
以
外
の
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
の
も
と
特
別
に
開
放
し
、「
こ
の
日

だ
け
自
転
車
で
走
れ
る
」
と
い
う
、
特
別
な
体
験
を
提
供

し
て
い
る
。

２
点
目
は
、
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ

イ
ト
層
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
初
心
者
で
も
起
伏

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

山
梨
県

「
特
別
な
体
験
」
が
で
き
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

―
南
ア
ル
プ
ス
舞
台
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
―

普段走れぬ絶景コース
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の
あ
る
林
道
を
楽
し
ん
で
走
れ
る
よ
う
Ｅ
バ
イ
ク
を
貸
し

出
し
て
お
り
、
誰
で
も
絶
景
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
る
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
Ｅ
バ
イ
ク
は
、
勾
配

の
あ
る
林
道
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る
魅
力
を
広
く
伝
え
る

上
で
有
効
で
、
体
力
に
自
信
が
な
い
方
で
も
非
日
常
的
な

体
験
を
可
能
と
し
て
い
る
。

地
産
地
消
ラ
ン
チ
や
ヨ
ガ
体
験

３
点
目
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
楽
し
む
複
合
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
広
河
原
で
は
、
地
元
飲
食
店
が
調
理
し
た
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
と
と
も
に
参
加
者
の
興
味
に
合
わ
せ
て
、
ヨ
ガ

や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
、
Ｅ
バ
イ
ク
の
試
乗
、

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
で
き

る
。４

点
目
は
、「
や
ま
な
し
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
」

に
よ
る
エ
ス
コ
ー
ト
で
あ
る
。
や
ま
な
し
サ
イ
ク
ル
ツ
ア

◆◆◆

ー
ガ
イ
ド
は
、
山
梨
県
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
担
い

手
、
か
つ
地
元
の
案
内
役
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的

に
誕
生
し
た
Ｙ
Ｓ
Ｅ
公
認
の
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
は
、
山
梨
県
の
自
然
環
境
や
、
歴
史
・
文
化
、
サ

イ
ク
ル
ツ
ア
ー
で
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
学
び
、
令
和
４

年
度
以
降
こ
れ
ま
で
に
３９
名
を
認
定
し
て
い
る
。
当
ツ
ア

ー
の
他
、
県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
や
、
修
学
旅
行
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ツ
ア
ー
な
ど
で
５
～
６
名
の
グ
ル
ー
プ
を
ガ
イ
ド
が

説
明
を
し
な
が
ら
エ
ス
コ
ー
ト
し
、
参
加
者
は
安
心
・
安

全
か
つ
満
足
度
の
高
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

当
ツ
ア
ー
は
、
令
和
４
年
度
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
含
め
て

３
回
目
の
開
催
と
な
る
が
、
中
級
コ
ー
ス
に
加
え
て
初
級

コ
ー
ス
を
設
置
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
種
類
の
拡
大
、
宿

泊
の
際
の
「
サ
イ
ク
ル
割
」
な
ど
地
元
事
業
者
と
の
連
携
の

拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
加
え
継
続
し
て
い
る
。

な
お
、
当
ツ
ア
ー
は
、
南
ア
ル
プ
ス
と
い
う
自
然
資
源

の
中
で
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
自
転
車
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
、
こ
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
「
非
日
常
」
と
し
て
自
然
に
親
し
む
た
め
参

加
し
や
す
い
仕
組
み
と
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
令

和
５
年
８
月
、（
一
社
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
機
構
等
が
主
催
す
る
第
１１
回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
大
賞
を
受
賞
し
た
。

経
済
効
果
の
地
域
内
循
環
を
追
求

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地

域
の
交
通
や
宿
泊
、
飲
食
関
係
者
と
の
連
携
の
ほ
か
、
各

種
の
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
魅
力
づ
け
が
で

き
、
行
政
と
し
て
の
役
割
も
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
一

方
、
イ
ベ
ン
ト
単
体
で
大
き
な
収
益
を
上
げ
る
の
は
難
し

く
、
財
源
は
常
に
大
き
な
課
題
と
な
る
。
今
後
は
、
地
域

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
競
技
団
体
、
体
験
施
設
等
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的

と
し
た
来
訪
者
が
イ
ベ
ン
ト
単
体
の
み
な
ら
ず
、
宿
泊
、

飲
食
、
体
験
な
ど
を
通
じ
て
経
済
効
果
が
地
域
内
を
循
環

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（�

注
）
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
、
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ

の
誘
致
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
、

戦
略
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
地
方
公
共

団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
観
光
産
業
な
ど
が
一
体
と
な

っ
て
組
織
し
た
団
体
を
指
す
。

◆◆◆

トレッキングの様子

ヨガ体験を楽しむツアー参加者

地産地消ランチも提供
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中
村　

健
児

裾
野
市
産
業
観
光
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹

裾
野
市
で
は
、
富
士
山
麓
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
標
高

の
高
さ
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
に
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
（
略
称
＝
Ｓ
―
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
を
設
立
し
、大
会
・

合
宿
な
ど
の
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
、
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

裾
野
市
の
強
み
を
生
か
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
訴
求
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
準
高
地
と
い
う
立
地
に
着
目
し
、

陸
上
長
距
離
チ
ー
ム
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

医
科
学
的
メ
リ
ッ
ト
を
立
証

ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
、
低
酸

素
環
境
の
中
で
心
肺
機
能
を
高
め
る
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
が
、
当
市
で
は
平
地
と
高
地
の
間
に
位
置
す

る
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ　

＆　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｍ
ｉ
ｌ
ｄ　

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
）
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
魅
力
と
し
て
は
①
高
地
ほ
ど

身
体
に
負
荷
が
掛
か
ら
な
い
低
酸
素
環
境
で
あ
る
こ
と
②

短
い
時
間
で
準
高
地
ま
で
移
動
で
き
る
こ
と
③
日
頃
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
近
い
強
度
設
定
を
維
持
で
き
る
こ
と
―
―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

取
り
組
み
を
始
め
た
当
時
は
、
準
高
地
と
い
う
言
葉
も

浸
透
し
て
お
ら
ず
、
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
身
体
に
与

え
る
影
響
の
検
証
に
つ
い
て
も
多
く
の
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
静
岡
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
準
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に
つ
い
て
医
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

静
岡
大
学
と
順
天
堂
大
学
の
協
力
を
得
て
、
日
帰
り
で

行
う
標
高
約
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
標
高
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
宿
泊
を
伴
っ
た
準
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね
た
結
果
、
い
ず

れ
も
「
準
高
地
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
医
科
学
的
な
視

点
か
ら
有
益
な
効
果
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ

ま
し
た
。

充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境

陸
上
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と
し

て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
・
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
・
陸

上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
近
隣
エ
リ
ア
を
含
め
る
と

標
高
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
１０
コ

ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
裾
野
市
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
特
徴

的
な
の
が
、
標
高
１
４
５
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
「
水

ヶ
塚
公
園
遊
歩
道
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
」
で
す
。

実
業
団
陸
上
部
監
督
監
修
の
も
と
コ
ー
ス
を
設
計
し
、
コ

ー
ス
内
に
は
、
足
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
敷
設
し
て
い
ま
す
。
１
周
４
０
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
９
５
０
メ
ー
ト
ル
の
４
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
平
坦
な
コ

ー
ス
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
織
り
交
ぜ
た
コ
ー
ス
選
択
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
平
均
気
温
は
市
街
地
と
比
較
し
１０
度
ほ
ど

低
く
、
迫
力
満
点
の
雄
大
な
富
士
山
に
向
か
っ
て
走
れ
る

の
は
、
当
市
で

し
か
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
な

い
特
別
な
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

静
岡
県
裾
野
市

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
合
宿
誘
致

―
地
域
資
源
を
活
用
、
目
指
す
は
「
聖
地
」―

S-SPO ロゴ

クロカンコースで準高地トレーニング
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食
の
面
で
も
サ
ポ
ー
ト

準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
意
味

で
、
食
事
も
含
め
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
も
重
要
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
食
の
面
で
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
栄
養
学
に
基
づ
く
レ
シ
ピ
開
発
を

行
い
ま
し
た
。

日
本
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
や
実
業
団
陸
上

部
の
管
理
栄
養
士
等
の
監
修
の
も
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
１
週
間
分
の
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
献
立
を
開
発
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
市
内
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
向
け
の
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学
講
座
を
開
催
し
、
栄
養
学
の
知
識
に
基
づ
い
た

食
事
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
合
宿
に
来
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

満
足
度
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
も
、
こ
の
食
事
を
食
べ

て
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
！
そ
れ
ぞ
れ
の
「
頂
」
を
目
指
し

て
ほ
し
い
！
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
た
の
が
「
す

そ
の
頂
飯
」
で
す
。

こ
の
す
そ
の
頂
飯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
・
観
光

庁
・
文
化
庁
が
主

催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム

ア
ワ
ー
ド
２
０
２

１
に
お
い
て
、
食

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム

◆◆◆

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
ト
率
は
６
割
超

こ
の
よ
う
に
当
市
は
、〝
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
ま
ち
裾
野
市
〟
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
地
の
利
を
生
か

し
た
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と
東
京
か
ら
１
０
０
キ

ロ
圏
内
に
立
地
す
る
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
、
実
業
団
・
大
学
・
高
校
等
の
陸

上
長
距
離
チ
ー
ム
へ
の
直
接
訪
問
や
陸
上
の
大
会
・
記
録

会
等
で
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
少
し
ず
つ
認
知

◆◆◆

さ
れ
、
今
で
は
年
間
約
６０
チ
ー
ム
が
合
宿
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
度
合
宿
に
来
た
チ
ー
ム
が
翌
年
も
当
市
で
合

宿
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
の
視
察
対

応
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
案
内
、
宿
泊
調
整
な
ど
、
丁

寧
で
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
宿
泊
先
の
オ
ー

ナ
ー
の
お
も
て
な
し
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
合
わ
せ
た
環
境

整
備
と
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
６０
％
を
超
え
る
リ
ピ
ー
ト

率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー

令
和
６
年
１
月
か
ら
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
豊
田
自
動
織
機

で
実
業
団
陸
上
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
陸
上
女
子
１
０
０

０
０
メ
ー
ト
ル
ア
ジ
ア
大
会
で
は
日
本
代
表
と
し
て
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
実
績
を
持
つ
萩
原
歩
美
さ
ん
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

実
業
団
時
代
の
経
験
・
実
績
と
多
く
の
人
脈
を
生
か
し

新
た
な
合
宿
チ
ー
ム
へ
の
誘
致
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
チ
ー
ム
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の

案
内
や
最
適
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
、

こ
れ
ま
で
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
領
域
を
強
化
で
き
ま

し
た
。陸

上
長
距
離
合
宿
と
い
え
ば
裾
野

当
市
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
全
国
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
聖
地
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
陸
上
長
距
離
界
か
ら
「
合
宿
と

い
え
ば
裾
野
市
」
と
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

すその頂飯で開発したレシピ（豚しゃぶ定食）

すその頂飯ロゴ

富富士士のの麓麓でで頂頂点点をを目目指指すす！！準準高高地地トトレレーーニニンンググののままちち「「裾裾野野市市」」

スポーツツーリズム事業 経済波及効果

年 度 合宿
チーム数

宿泊者数
（⼈）

延べ宿泊者数
（⼈）

経済波及効果
（千円）

平成30年度 12 264 731 約9,580

令和元年度 27 389 1,513 約29,400

令和２年度 32 467 2,526 約41,000

令和3年度 35 675 2,422 約45,000

令和４年度 62 1,436 3,804 約58,000

令和５年度 57 1,264 3,495 約52,000
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令和２年度 32 467 2,526 約41,000
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スポーツ合宿実績
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宮
西　

賢
司

西
宮
市
商
工
課
都
市
ブ
ラ
ン
ド
発
信
担
当　

主
査 

（
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
甲
子
園
エ
リ
ア
活
性
化
推
進
協
議
会
事
務
局
）

野
球
閑
散
期
の
賑
わ
い
づ
く
り

兵
庫
県
西
宮
市
は
大
阪
と
神
戸
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位

置
し
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
が
実
施
す
る
「
住
み
た
い
街
ラ
ン

キ
ン
グ
」
に
お
い
て
西
宮
北
口
や
夙
川
な
ど
の
地
域
が
常

に
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
甲
子
園
エ
リ
ア
を
含
む
鳴
尾
地
域
に
つ
い
て
は
、
将

来
推
計
人
口
の
減
少
傾
向
が
市
内
他
地
域
に
比
し
て
顕
著

（
２
０
１
５
→
２
０
４
５
年
で
全
市
９０
・
５
％
に
対
し
鳴

尾
地
域
６６
・
６
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
定
住
人
口
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阪
神
甲
子
園
球
場
と
い
う
全
国
的
に
も
有
数
の

資
源
を
有
し
、
年
間
約
４
０
０
万
人
の
集
客
を
誇
る
も
の

の
、
兵
庫
県
の
２
０
１
７
年
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
野
球
シ
ー
ズ
ン
を
含
む
１
～
９
月
の
月
平
均
は

１
１
５
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
１０
～
１２
月
は
６０
万
人

と
な
っ
て
お
り
、
野
球
開
催
時
以
外
は
閑
散
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
や
年
間
を
通
じ
た
賑
わ
い
づ
く
り
お
よ
び
雇
用

◆◆◆

の
創
出
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
生
か
す

甲
子
園
エ
リ
ア
に
は
、「
阪
神
甲
子
園
球
場
」「
甲
子
園

浜
海
浜
公
園
」「
浜
甲
子
園
運
動
公
園
」「
ひ
ょ
う
ご
西
宮

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
な
ど
が
あ
り
、
浜
側
に
は
サ
ー
フ
ァ

ー
エ
リ
ア
、
武
庫
川
の
河
川
敷
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
の
環
境
が
整
う
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ラ
が
豊
富

で
す
。
ま
た
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
（
野
球
）
や
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
．

Ｅ
Ｘ
Ｅ
（
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
等
の
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
、
大
阪
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

や
ｂ
ｅ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｖ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
西
宮
（
サ
ッ
カ
ー
）
等
の

実
業
団
チ
ー
ム
が
あ
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
活
動

の
拠
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
大
学
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
学

校
訪
問
や
指
導
者
講
習
会
等
の
活
動
を
行
う
異
競
技
連
携

組
織
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
リ
エ
ゾ
ン
・
西
宮
」
が
存
在
し
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
盛
ん
な
地
域
で
す
。

◆◆◆

一
方
で
、
各
チ
ー
ム
や
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
を
行

い
誘
客
の
促
進
に
努
め
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
面
的
に
発
信
し
効
果

的
に
エ
リ
ア
全
体
の
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
よ
う

な
取
り
組
み
や
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、
三
井
不
動
産
株

式
会
社
、
西
宮
市
を
中
心
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

甲
子
園
エ
リ
ア
活
性
化
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。2
０
２
１
年
度
か
ら
は
武
庫
川
女
子
大
学
も
参
画
し
、

ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
各
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

打
ち
立
て
た
３
本
の
柱

協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
、
賑
わ
い
創
出
事
業
、
情
報
発
信
事
業
の
三
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

と
事
業
者
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
事

業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
人
材
の

育
成
・
起
業
・
事
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
者
交

流
会
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
者
を

中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
コ
ラ
ボ
事
業
な
ど
新

た
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
図
る
こ
と
で
ま

ち
の
賑
わ
い
や
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

次
に
賑
わ
い
創
出
事
業
は
、
エ
リ
ア
内
で
集
客
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま

す
。
鉄
道
事
業
者
や
商
業
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事
業
者

や
大
学
、
行
政
な
ど
が
活
動
分
野
の
枠
を
超
え
て
互
い
に

連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
甲
子
園

エ
リ
ア
活
性
化
推
進
協
議
会

（
兵
庫
県
西
宮
市
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
振
興

―
甲
子
園
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
目
指
し
て
―

19 2024・10 月号 地域づくり 特集編 2024・10 月号地域づくり 特集編 18

7　



特 集

最
後
に
情
報
発
信
事
業
で
は
、
甲
子
園
エ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ

媒
体
を
作
成
し
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
有
す
る
広
告
媒
体

や
、
武
庫
川
女
子
大
学
の
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
協
議
会
が
実
施
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
や
賑
わ
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を

魅
力
的
か
つ
面
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
の
参
画

と
甲
子
園
エ
リ
ア
の
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

結
実
し
た
取
り
組
み

設
立
か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
協
議
会
。
途
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
思
う
よ
う
な
事
業
展
開

が
で
き
ず
に
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
成
果
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
で
は
、
事
業
者
交
流
会
に
参

加
し
て
い
た
事
業
者
が
、
交
流
会
で
の
縁
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
練
習
拠
点
を
西
宮
市
に
持
つ
大
阪
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス

◆◆◆

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
「
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
運

営
を
請
け
負
う
こ
と
が
決
ま
り
、
本
年
４
月
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
の
事
業
提

案
を
基
に
、
交
流
会
の
つ
な
が
り
を
活
用
し
た
「
甲
子
園

ス
タ
イ
ル
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

賑
わ
い
創
出
事
業
で
は
、
ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
の
敷
地

を
活
用
し
た
３
ｘ
３
（
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
の

プ
ロ
リ
ー
グ
を
誘
致
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
阪
神
甲
子
園
球
場
を
中
心
に
甲
子
園
エ
リ
ア
を

会
場
に
見
立
て
、
子
ど
も
向
け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
詰

め
込
ん
だ
「
甲
子
園
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
地
域
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
、
甲
子
園
エ
リ
ア
の
交
流
人
口
の
増
加

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
事
業
に
お
い
て
も
、
エ
リ
ア
情
報
媒
体
「
甲

子
園
ス
タ
イ
ル
ガ
イ
ド
」
を
２
０
２
３
年
度
に
紙
か
ら
ウ

ェ
ブ
媒
体
に
切
り
替
え
て
よ
り
広
域
へ
の
情
報
発
信
を
図

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
武
庫
川
女
子
大
学
の
学
生
に
地

元
在
住
の
ラ
イ
タ
ー
を
加
え
た
２
者
で
運
用
し
て
い
る
公

式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
日
本
一
を

き
っ
か
け
に
注
目
さ
れ
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
大
幅
に
増
加

さ
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

戦
前
か
ら
阪
神
電
気
鉄
道
の
沿
線
開
発
に
よ
っ
て
「
ス

ポ
ー
ツ
と
レ
ジ
ャ
ー
の
王
国
」
と
し
て
歩
ん
で
き
た
甲
子

園
エ
リ
ア
。
本
年
８
月
に
は
阪
神
甲
子
園
球
場
が
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
２
０
２
５
年
４
月
に
は
西
宮
市
制
１
０
０

周
年
を
控
え
て
お
り
、
甲
子
園
エ
リ
ア
へ
の
注
目
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
交
流
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
イ
ベ
ン
ト
の
認
知
向
上
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
基
盤
強
化
な

ど
、協
議
会
事
業
の
成
果
は
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
協
議
会
が
築
き
上
げ
て
き
た
資
産
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

今
後
も
、
事
業
者
、
大
学
、
行
政
の
産
学
官
連
携
で
甲

子
園
エ
リ
ア
の
交
流
人
口
増
加
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

と
い
っ
た
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
構
成
団
体
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
沿
線
価
値
創
造
推
進
室
部
長　

宮
西　

幸
治

　

当
協
議
会
で
の
活
動
や
情
報
発
信
を
通
し
て
、
今
年
、

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
阪
神
甲
子
園
球
場
と
と
も
に
、
甲
子
園

エ
リ
ア
一
帯
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
と
し
て
多
く
の
方
に
愛

さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

◆◆◆

賑わい創出事業の 3x3 イベント

「甲子園スタイルガイド」
のバナー

協議会組織図

アカデミー事業でスポーツビジネスの人材育成
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矢
上　

永
恵

広
島
県
地
域
政
策
局
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課 

ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
し
ま

官
民
の
ノ
ウ
ハ
ウ
持
つ
「
Ｓ
Ａ
Ｈ
」

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
地
方
が
抱
え

る
社
会
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
特
に
生
産
世
代
の
人
口
流
出
は
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
の
解
決
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
す
る
自
治
体
も
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。広
島
県
で
は
、

地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
４
月
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ

ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
し
ま
」（
以
下
、
Ｓ
Ａ
Ｈ
）
を
設
立

し
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｈ
は
広
島
県
地
域
政
策
局
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
に

あ
り
、
県
域
で
活
動
す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
民
間
企
業
で
実
績
の
あ
る
人
材
を
迎
え
入
れ
る
こ
と

で
、
官
民
ど
ち
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
持
つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

組
織
体
と
し
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
事
業
内

容
を
よ
り
戦
略
的
に
考
え
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
動
く
こ
と

や
、
従
来
に
は
な
い
発
想
力
・
人
脈
等
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

Ｓ
Ａ
Ｈ
の
主
な
取
り
組
み
は
、
県
内
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
、
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
「
わ
が
ま
ち
♡
ス
ポ
ー
ツ
」
と
、
県
内
を
拠
点

に
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た�

「
広
島
横
断
型
ス
ポ
ー
ツ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称
＝

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）
で
す
。

各
市
町
が
持
つ
地
域
資
源
や
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
を
熱
心

に
応
援
す
る
県
民
性
と
い
っ
た
広
島
県
な
ら
で
は
の
ス
ポ

ー
ツ
の
力
を
最
大
化
し
、
広
島
県
を
活
性
化
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
徴
を
生
か
す 

「
わ
が
ま
ち
♡
ス
ポ
ー
ツ
」

こ
れ
ま
で
、
行
政
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
一
過
性
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
せ
っ
か
く
蓄
積
さ
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
地

域
の
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
を
継
承
す
る
仕
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ

せ
る
こ
と
で
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

Ｓ
Ａ
Ｈ
で
は
各
市
町
主
体
の
「
わ
が
ま
ち
♡
ス
ポ
ー
ツ
」

の
戦
略
立
案
・
事
業
実
施
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
継
続
的

な
取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
１１
市
町
で
「
わ
が
ま
ち
♡
ス
ポ
ー
ツ
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
は
県
内
２
市
町
の
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

三
次
市
は
人
口
流
出
が
加
速
化
し
て
お
り
、
特
に
２０
～

３０
代
女
性
の
流
出
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、「
女
性
ス
ポ
ー
ツ
」
に
着
目
し
、
女
性
活
躍
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
徴
は
、
県
内
最
大
級
の
野

球
場
を
活
用
し
た
女
子
野
球
の
大
会
・
合
宿
の
誘
致
で
す
。

２
０
２
０
年
１２
月
に
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」（
全
日
本
女

子
野
球
連
盟
）
に
認
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
実
績
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
で
、
２
０
２
３
年
に
は
日
本
代
表
を
含
む
６

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
国
際
大
会
「
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
Ｗ

杯
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
Ｂ　

ｉ
ｎ　

三
次
」
を
誘
致
し
、

成
功
の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。
今
後
は
三
次
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
り
、
大
会
誘
致
の
効
果
を

市
内
へ
最
大
限
波
及
さ
せ
る
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
三
原
市
で
は
、
離
島
の
活
性
化
に
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
拠
点
を
置
く
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
チ
ー
ム
「
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
島
」
と
連
携
し
、

三
原
市
の
離
島
で
あ
る
佐
木
島
へ
「
山
陽
建
設
佐
木
島
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
」
を
誘
致
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
ジ
ャ

パ
ン
サ
イ
ク
ル
リ
ー
グ
公
認
レ
ー
ス
と
し
て
全
国
初
の
離

島
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
７
月
２７
日
に
「
Ｊ
Ｂ

Ｃ
Ｆ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
２
０
２
４
山
陽
建
設
佐
木
島
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
」
を
終
え
た
ば
か
り
で
す
。
大
会
誘
致
・
開
催
を

通
じ
て
、
市
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、
離
島
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

広
島
県

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
域
資
源
」
で
課
題
解
決
へ

―
県
民
の
高
い
関
心
を
生
か
し
て
―
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さ
ら
に
三
原
市
で
は
、
一
般
参
加
型
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
プ
リ
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
自
転
車
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
魅
力
発
信
も
行
っ

て
お
り
、「
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
を
通
じ
た
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
・
経
済
の
活
性
化
や
地
域
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
事
業
を
県
内
全
域
で

取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
応
援
の
形
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」

広
島
県
に
は
、
県
内
を
拠
点
に
世
界
や
全
国
で
活
躍

す
る
数
多
く
の
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
を
広
島
の
宝
と
捉
え
、

◆◆◆

競
技
の
枠
、
チ
ー
ム
の
枠
、
フ
ァ
ン
の
枠
を
超
え
た
、

全
く
新
し
い
応
援
の
形
と
し
て
、
２
０
２
１
年
３
月
に

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

始
し
ま
し
た
。

広
島
県
は
「
ス
ポ
ー
ツ
王
国
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
い
県
民
性
が
特
徴
の
一
つ
で

す
。
２
０
２
１
年
の
調
査
に
よ
る
と
「
ス
ポ
ー
ツ
生
観
戦

率
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
誇
り
に
思
う
県
民
数
」「
ス
ポ
ー
ツ
情

報
大
好
き
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
い
ず
れ
も
全
国
１
位
。
こ

う
し
た
強
み
を
生
か
し
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
環
境
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
同
士
の
連
携
強
化
や
選
手
と
県

民
が
触
れ
合
え
る
機
会
の
創
出
、
新
た
な
「
推
し
選
手
・

推
し
チ
ー
ム
」
を
見
つ
け
る
た
め
の
情
報
発
信
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
、
み
る
、
さ
さ
え
る
」

だ
け
で
な
く
、「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
に
よ
っ
て
チ

ー
ム
へ
の
応
援
が
県
民
の
日
々
の
共
通
の
話
題
と
な
り
、

応
援
が
チ
ー
ム
に
と
っ
て
も
さ
ら
な
る
活
躍
に
つ
な
が
る

と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
笑
顔
に
ひ
ろ
し
ま
を
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
人
々
の
生
活

や
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
、
人
々
は
ス
ポ
ー
ツ
を
余
暇
や
気
晴
ら

し
と
し
て
楽
し
む
こ
と
で
、生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、日
々

の
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
は
無
限
大
で

す
。
Ｓ
Ａ
Ｈ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
最
大
限
活
用
し
、
ひ

ろ
し
ま
を
も
っ
と
笑
顔
に
す
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

◆◆◆

Team WISH での選手間交流

三原市の離島・佐木島で開催されたロードレース

三次市で行われた女子硬式野球西日本大会

「SAH」のロゴ「Team WISH」のロゴ
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福
田　

真
弓

株
式
会
社
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
広
島
市
）
は
地
域
ブ
ラ
ン

ド
開
発
支
援
を
行
う
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
す
。

２
０
１
７
年
に
地
元
広
島
で
活
躍
す
る
「
ウ
ェ
イ
ク
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
」
か
ら
活
動
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
数
年
後
、
弊
社
が
主
体
企
業
と
な
っ
て
フ
ィ

ー
ル
ド
開
発
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ボ
ー
ト
が
作
る
人
工
的
な
波
を
利

用
し
て
水
面
を
自
由
に
滑
走
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
波
の

上
で
跳
ぶ
、
体
や
ボ
ー
ド
を
回
す
な
ど
を
組
み
合
せ
た
さ

ま
ざ
ま
な
ト
リ
ッ
ク
（
技
）
が
あ
り
、
競
技
で
は
そ
の
技

を
競
い
ま
す
。
自
然
の
波
で
行
う
オ
ー
シ
ャ
ン
サ
ー
フ
と

は
異
な
り
、
風
の
影
響
を
受
け
な
い
穏
や
か
な
水
面
と
豊

富
な
水
量
が
よ
い
環
境
と
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ー
ト
が
作
る

人
工
波
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
最
大
限
に
引
き
出
せ
ま
す
。

数
多
い
魅
力

レ
ジ
ャ
ー
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
も
、
ウ
ェ
イ
ク

サ
ー
フ
ィ
ン
の
代
表
的
な
魅
力
は
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ

◆◆◆

ま
す
。

①
波
待
ち
不
要
で
、
い
つ
で
も
サ
ー
フ
ィ
ン
が
出
来
る

専
用
ボ
ー
ト
が
作
り
だ
す
人
工
波
で
あ
る
た
め
、
い
つ

で
も
波
乗
り
を
可
能
と
す
る
。

②
初
心
者
で
も
エ
ン
ド
レ
ス
サ
ー
フ
ィ
ン
の
実
現
が
可
能

ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
回
で
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
上
に
立
ち
上

が
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
立
ち
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、エ
ン
ド
レ
ス
な
波
乗
り
が
実
現
す
る
。

③�

親
子
３
世
代
が
楽
し
め
る
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
生
涯
ス
ポ

ー
ツ

ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
が
時
速
１８
キ
ロ
前
後
（
水
上
ス
キ
ー

は
５０
キ
ロ
）
で
、
使
用
す
る
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
も
小
ぶ
り
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
初
心
者
で
も
安
全
か
つ
気
軽
に
乗
る
こ

と
が
可
能
。
け
が
の
危
険
性
も
極
め
て
低
い
。
ア
メ
リ
カ

で
は
親
子
３
世
代
が
自
家
用
ボ
ー
ト
で
楽
し
ん
で
い
る
光

景
も
日
常
的
。

④
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
全
員
で
楽
し
め
る

滑
走
し
て
い
る
人
の
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
、
ボ
ー
ト
上
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
水
上
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
一
体
感
を

持
ち
、
楽
し
む
こ
と
が
可
能
。

世
界
最
年
長
の
国
際
プ
ロ
誕
生

２
０
１
７
年
に
国
内
に
競
技
団
体
が
設
立
さ
れ
、
日

本
人
も
プ
ロ
を
目
指
す
道
筋
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
相
談

を
受
け
た
競
技
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
弊
社
で
行
い
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
選
手
名
は

「
Ｐ
Ｕ
Ｂ　

Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
」
当
時
４３
歳
。
年
齢
的

に
は
最
年
長
に
近
か
っ
た
も
の
の
、
既
に
国
内
ト
ッ
プ
ラ

イ
ダ
ー
の
一
人
で
し
た
。

日
本
人
と
し
て
最
も
早
く
か
ら
世
界
へ
挑
み
、
北
米
・

欧
州
・
ア
ジ
ア
と
各
国
の
舞
台
で
表
彰
台
へ
。
年
間
ワ
ー

ル
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
の
み
が
出
場
で
き
る
世
界
選
手

権
の
切
符
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
初
年
度
の
２
０
１
８
年
に
獲
得

し
、
日
本
人
と
し
て
は
初
の
自
力
出
場
と
い
う
快
挙
を
遂

げ
ま
し
た
。
以
降
プ
ロ
昇
格
を
目
指
し
、
米
国
が
本
拠
地

で
世
界
唯
一
の
ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
専
門
の
競
技
団
体

の
競
技
会
へ
出
場
し
、
２
０
２
２
年
シ
ー
ズ
ン
の
Ｏ
ｕ
ｔ

ｌ
ａ
ｗ　

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
で
見
事
、
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
世
界

１
位
の
座
を
勝
ち
取
り
、
世
界
最
年
長
49
歳
で
の
国
際
プ

ロ
ク
ラ
ス
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
最
高
の
環
境
」
を
求
め
て

Ｐ
Ｕ
Ｂ
選
手
が
プ
ロ
に
な
る
ま
で
の
練
習
ゲ
レ
ン
デ

は
、主
に
瀬
戸
内
海
（
広
島
県
江
田
島
市
）
と
太
田
川
（
広

島
市
）
で
し
た
。
本
場
ア
メ
リ
カ
は
湖
で
す
の
で
、
淡
水

と
海
水
で
は
浮
力
も
大
き
く
異
な
り
水
面
も
穏
や
か
と
は

言
い
難
く
、
大
変
不
利
な
環
境
と
い
え
ま
す
。
国
内
に
も

条
件
の
よ
い
ゲ
レ
ン
デ
は
ほ
ぼ
な
い
た
め
、「
世
界
ト
ッ

プ
ラ
イ
ダ
ー
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
同
時
に
２
０
１

◆◆◆◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

Ｌ
ａ
ｋ
ｅ　

Ｒ
ｙ
ｕ
ｋ
ｉ　

 

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ

（
広
島
県
安
芸
太
田
町
）

ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
を
核
に
観
光
拠
点
整
備

―
龍
姫
湖
は
世
界
有
数
の
ゲ
レ
ン
デ
―
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８
年
よ
り
「
最
高
の
ゲ
レ
ン
デ
環
境
」
を
探
し
始
め
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
、
た
ま
た
ま
広
島
県
安
芸
太
田
町

の
「
温
井
ダ
ム
（
龍
姫
湖
）」
近
郊
の
活
性
化
に
つ
い
て

話
を
い
た
だ
き
、
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
探

し
て
い
た
条
件
を
満
た
し
た
湖
で
し
た
。

早
速
試
走
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
打
診
し
た
と
こ

ろ
、
ダ
ム
湖
は
通
常
、
動
力
船
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し
て

い
る
た
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
協
力
と
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
、
２
０
１

９
年
４
月
、
試
走
会
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
周

囲
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
風
の
影
響
を
受
け
に
く
い

安
定
し
た
水
面
、
十
分
な
水
量
、
国
際
大
会
の
規
定
コ
ー

ス
も
十
分
確
保
で
き
る
、
世
界
で
も
有
数
の
素
晴
ら
し
い

ゲ
レ
ン
デ
環
境
で
し
た
。

利
用
実
現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ

ア
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
な
ど
に
阻
ま
れ
、
協
議
は
重
ね
る
も
そ
の
後
３

年
半
停
滞
。
よ
う
や
く
２
０
２
２
年
秋
に
許
可
を
得
て
、

約
２
カ
月
間
の
テ
ス
ト

運
用
。
何
も
な
い
場
所
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

た
め
、
運
用
に
必
要
な
器

具
や
備
品
な
ど
を
一
か

ら
揃
え
、
環
境
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
配
慮
、
季
節
や
天
候

に
よ
る
自
然
環
境
へ
の

対
応
な
ど
、
運
営
の
基
盤

を
作
り
、
２
０
２
３
年
春

の
ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ

ン
専
門
ス
ク
ー
ル
オ
ー

プ
ン
へ
向
け
た
準
備
に
備
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
過
ぎ

去
り
陸
上
設
備
も
整
っ
て
、
よ
う
や
く
２
０
２
４
年
６
月

よ
り
社
会
実
験
の
中
で
の
本
格
オ
ー
プ
ン
と
広
く
打
ち
出

し
て
い
け
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

念
願
の
滞
在
型
観
光
拠
点
に

こ
の
間
、
周
囲
の
環
境
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
に
は
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
場
が
オ
ー
プ
ン
、
２
０

２
３
年
に
は
サ
ウ
ナ
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
業
、
隣
接
す
る
温

泉
ホ
テ
ル
が
コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年
よ
り
休
館
と
な
っ

て
い
た
が
２
０
２
４
年
８
月
営
業
再
開
。
湖
面
利
用
す
る

ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
・
カ
ヤ
ッ
ク
を
取
り
ま

と
め
る
団
体
で
あ
り
ス
ポ
ッ
ト
名
で
も
あ
る
「
Ｌ
ａ
ｋ
ｅ　

Ｒｙ
ｕ
ｋ
ｉ　

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ
」
も
設
立
。

こ
れ
に
よ
り
念
願
で
あ
っ
た
滞
在
型
観
光
拠
点
と
し
て
、

急
激
に
前
進
で
き
る
条
件
が
整
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
７
月
に
は
、
湖
畔
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン

◆◆◆

ト
＆
ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
を
開
催
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
、
広
島
市
内
か
ら
車
で
約
６０
分
の
新
た
な
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
広
く
認
知
い
た
だ
け
る
よ
う
提
案
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
ウ
ェ
イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
と
し
て
は
国
際
大
会

の
開
催
、
ま
た
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
か
ら
ウ
ェ
イ

ク
サ
ー
フ
ァ
ー
が
ト
ッ
プ
ラ
イ
ダ
ー
の
コ
ー
チ
ン
グ
と

練
習
を
求
め
訪
れ
る
場
所
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
周
辺
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
４
年
度
に
温
井
ダ
ム
が
国
土
交
通
省
の
イ
ン
フ
ラ
ツ

ー
リ
ズ
ム
魅
力
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
地
区
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、「
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ　

Ｄ
Ａ
Ｍ　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ　

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
、
事
業
者
が
連
携
し
不
足
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
を
補
い
な
が
ら
、
一
帯
で
地
域
資
源
を
満
喫
で
き
る

こ
こ
に
し
か
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ウ
ェ

イ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
が
牽
引
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

龍姫湖は世界有数のゲレンデ環境

龍姫湖でライディングする PUB 選手

今年７月のウェイクサーフィン大会の様子

ウェイクサーフィン大会は大盛況
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清　

菜
穂
子

新
富
町
総
合
政
策
課
課
長
補
佐

移
住
・
定
住
推
進
へ
チ
ー
ム
設
立

新
富
町
は
、
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
沿
岸
地
帯
に
位

置
す
る
人
口
約
１
万
６
０
０
０
人
の
町
で
す
。
主
な
産
業

は
農
畜
産
業
で
、
ピ
ー
マ
ン
や
き
ゅ
う
り
な
ど
の
施
設
園

芸
や
肉
牛
・
養
鶏
な
ど
の
畜
産
業
が
盛
ん
で
、
近
年
で
は

国
内
で
わ
ず
か
１
％
し
か
流
通
し
て
い
な
い
希
少
な
国
産

ラ
イ
チ
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
町
で
誕
生
し
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
」
は
、
２
０
２
０
年
設
立
当
初

の
地
域
リ
ー
グ
参
戦
時
よ
り
驚
き
の
快
進
撃
を
続
け
て
お

り
、
毎
年
リ
ー
グ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
上
げ
、
設
立
か
ら
わ
ず

か
４
年
目
の
２
０
２
４
年
度
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ー
グ
の

最
高
峰
「
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
」
に
参
戦
す
る
ま
で
に

成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

新
富
町
で
は
も
と
も
と
「
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
現
在
Ｊ
３
に
所
属
す
る
チ

ー
ム
「
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
」
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

「
い
ち
ご
宮
崎
新
富
サ
ッ
カ
ー
場
」
が
建
設
さ
れ
て
い
ま

◆◆◆

す
。
ま
た
、
同
エ
リ
ア
に
宮
崎
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
指
定

管
理
を
す
る
「
新
富
町
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
も
隣

接
し
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
県
内
で
開
催
さ
れ

る
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
ほ
と
ん
ど
が
新
富
町
で
行
わ
れ
て
お

り
、
サ
ッ
カ
ー
を
「
観み

る
環
境
」「
プ
レ
ー
す
る
環
境
」

双
方
の
充
実
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
に
併
せ
て
今
年
１２
月
に
は
「
農
畜
産
物
直
売
所
」

も
オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
エ
リ
ア
が
関
係
・

交
流
人
口
の
拠
点
と
な
り
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
創
出
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
の
自
治
体
に
お
い
て
人
口
減
少
問
題
は
共

通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
宮
崎
県
に
お
い
て
は
特
に
若

い
女
性
の
都
市
圏
な
ど
へ
の
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
が
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
新
富
町
で
も
今
後
３０
年
間
で
２０
～
３０

代
女
性
の
人
口
が
約
４０
％
減
少
す
る
と
い
っ
た
推
計
も
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
新
富
町
で
は
小
嶋
崇
嗣
町
長
の

発
案
に
よ
り
、
わ
が
町
の
強
み
で
あ
る
「
サ
ッ
カ
ー
の
環

境
」
を
生
か
し
た
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、「
女
子
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援

す
る
仕
組
み
を
創
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
光
充
実
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
の
選
手
の
大
半
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
て
新
富
町
に
移
住
を
し
て
い

ま
す
。
協
力
隊
員
は
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任

用
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
充
実
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
活
動
は
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
お
り
、主
な
も
の
と
し
て
チ
ー
ム
、

町
の
情
報
や
協
力
隊
活
動
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
で
発
信
す
る
「
広
報
活
動
」、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ

ン
ト
や
大
会
誘
致
、
地
域
住
民
と
の
連
携
や
農
業
な
ど
を

行
う
「
イ
ベ
ン
ト
活
動
」、
地
元
小
中
学
校
の
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
「
教
育
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
今
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
学
校

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
週
３
日
間
、
４
名
の
隊
員
を
小

中
学
校
へ
派
遣
し
て
、
体
育
の
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
生
徒

の
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
給
食
や
昼
休
み
時
間

な
ど
も
子
ど
も
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
の
で
、

ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
に
興
味
を
持
つ
児
童
生
徒
も
増

え
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
ホ
ー
ム
戦
の
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

選
手
は
「
い
つ
で
も
会
え
る
ア
イ
ド
ル
」

選
手
の
ほ
と
ん
ど
が
町
内
居
住
の
た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
地
元
の
飲
食
店
や
商
店
街
で
日
常
的
に
見
か
け
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
方
と
仲
良
く
立
ち
話
を
し
て
い
る

様
子
も
頻
繁
に
み
ら
れ
ま
す
。
あ
る
方
が
「
ヴ
ィ
ア
マ
テ

◆◆◆◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

宮
崎
県
新
富
町

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
活
躍
で
、
ま
ち
を
元
気
に

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
―
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ラ
ス
宮
崎
の
選
手
は
い
つ
で
も
会
え
る
ア
イ
ド
ル
よ
！
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
選
手

た
ち
で
す
が
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
ま
る
で
子
や
孫
で

あ
る
か
の
よ
う
に
身
近
な
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

チ
ー
ム
の
活
躍
に
比
例
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
元

の
方
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

証
明
す
る
か
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
戦
で
の
観
客
動
員
数
は
２

０
０
０
人
を
超
え
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
で
も
ト
ッ
プ
の
動

員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
客
の
年
齢
層
が
高
い

の
も
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
な
ら
で
は
の
光
景
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。選
手
た
ち
の
活
躍
が
ま
ち
に
活
気
を
生
み
、

ま
る
で
地
域
を
明
る
く
照
ら
す
花
の
よ
う
に
お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

任
期
終
了
後
も
８
割
が
定
住

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
３
年
間
と
な
っ
て
い
る

た
め
選
手
た
ち
も
任
期
満
了
を
迎
え
て
い
き
ま
す
。
な
か

に
は
他
の
チ
ー
ム
へ
の
移
籍
や
海
外
リ
ー
グ
に
挑
戦
す
る

選
手
、
引
退
し
て
就
職
や
結
婚
の
た
め
に
転
出
し
て
い
く

例
も
あ
り
ま
す
が
、昨
年
度
に
任
期
を
終
え
た
者
の
う
ち
、

地
元
や
県
内
の
企
業
に
就
職
し
定
住
し
て
い
る
選
手
が
８

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
段
階
的
に
選
手
た
ち
が
任
期
満
了
を
迎
え
て
い

◆◆◆

き
ま
す
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
働
け
る
環
境
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
手
た
ち

が
新
富
町
に
住
み
続
け
な
が
ら
安
心
し
て
サ
ッ
カ
ー
に
取

り
組
め
る
よ
う
自
治
体
と
チ
ー
ム
の
両
方
で
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

帰
っ
て
来
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
は
、
現
在
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ

１
部
で
首
位
争
い
を
し
て
お
り
、
リ
ー
グ
参
戦
初
年
度
に

も
か
か
わ
ら
ず
優
勝
す
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
の
全
国
を
舞
台
と
し
た
輝
か

し
い
活
躍
は
、
い
ま
、
新
富
町
の
住
民
の
誇
り
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

新
富
町
で
は
長
期
総
合
計
画
基
本

構
想
に
お
い
て
「
子
や
孫
た
ち
が
帰

っ
て
来
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
新
富

町
っ
て
何
が
あ
る
町
な
の
？
」
と
聞

か
れ
た
ら
、「
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
ヴ

ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
が
あ
る
町
だ
よ
」

と
自
慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
た
と
え
新
富
町
か
ら
離
れ
た
と

し
て
も
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
の
全

国
で
の
活
躍
を
耳
に
す
る
た
び
に
、

い
つ
で
も
「
新
富
町
」
を
思
い
出
し

身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
い

つ
か
新
富
町
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

新
富
町
に
と
っ
て
、
ヴ
ィ
ア
マ
テ

ラ
ス
宮
崎
は
、「
新
」
し
く
生
ま
れ
た

「
富
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

◆◆◆

高齢者体操教室で体力測定

ヴィアマテラス宮崎の選手たち

観客席から声援を送る高齢者ら

25 2024・10 月号 地域づくり 特集編 2024・10 月号地域づくり 特集編 24



特 集
副基調論文

の
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
、
地
域
住

民
の
健
康
増
進
等
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
を
図

り
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
観
点
が
あ
り
ま
す
。
一
点

目
は
、
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
ん
で
地
域
の
稼
ぐ
力
の

向
上
を
図
る
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等
の
ア
ウ

タ
ー
施
策
で
す
。
二
点
目
と
し
て
、
地
域
内
住
民
向
け
の

健
康
の
維
持
増
進
や
共
生
社
会
の
実
現
等
を
図
る
イ
ン
ナ

ー
施
策
で
、
こ
れ
ら
を
両
輪
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
合

宿
参
加
者
や
旅
行
者
の
滞
在
に
よ
る
消
費
額
の
増
加
等
の

み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
等
の
社
会
的
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ど
う
捉
え

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
わ

れ
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、「
学
校
体
育
」
や
「
競
技
ス

ポ
ー
ツ
」
を
無
意
識
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
創
生
の
文
脈
で
は
、
散
歩
や

草
刈
り
、
雪
下
ろ
し
な
ど
「
身
体
を
動
か
す
日
常
的
な
身

体
活
動
全
般
」
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
く
捉
え
、
地
域
振

興
の
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
活

用
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟

な
発
想
で
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ
せ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
生
み
出
す
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
は
不
可
欠
で
す
。

（
図
１
参
照
）

こ
う
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
よ
り
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
２
１
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰
制
度
（
ス
ポ
ま
ち
！

は
じ
め
に

日
本
中
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
日
本
の
チ
ー
ム

や
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
で
多
く
の
国
民
に
夢
や
希
望
を

与
え
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
が
社
会
に
還
元
で
き
る
価
値
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
国
民

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
の
盛
り
上
が
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
自
体
の
競
技
振

興
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
」
の
好
循
環
を
実
現

さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

を
全
国
各
地
域
で
定
着
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

本
稿
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
や
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課

題
・
展
望
、
さ
ら
に
は
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
自
治
体

の
役
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
２
０
２
２
年
３
月
、
第
３
期
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
を
策
定
し
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
の
５
年
間

に
お
い
て
国
や
地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
が
取

り
組
む
施
策
や
目
標
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京
２
０
２
０
大
会
」）

の
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
・
発
展
の
た
め
の
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
の
割
合
」
を
２
０

２
６
年
度
末
に
４０
％
と
す
る
こ
と
を
施
策
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で

ス
ポ
ー
ツ
自
体
を
楽
し
む
こ
と
に
加
え
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
波
及
効
果

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）
付

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
　「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
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長
官
表
彰
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。
東
京
２
０
２
０
大
会

終
了
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
・
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く
な
る
環
境

整
備
等
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
に
積
極
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
を
応
援
す
る
た
め
、
毎
年

１
回
、
全
国
の
自
治
体
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
今
後
取
り
組
む
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
審
査
を

通
っ
た
自
治
体
に
対
し
て
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
表
彰
し
、
積
極
的
に
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
間
で
延
べ
７６
の
自
治
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
を
機
に
地
域
の
合
意
形
成
や
取
り
組
み
の
加
速
化

を
後
押
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

中
心
と
な
り
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
全
国
で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
解
決
ツ
ー
ル
と
し
て
の�

ス
ポ
ー
ツ
施
策

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要

と
な
る
施
策
の
一
つ
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
目
的
と
し
て
地
域
外
の
人

が
そ
の
地
域
を
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
と

地
域
資
源
を
融
合
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
体
験
す
る
・

楽
し
む
こ
と
で
交
流
人
口
の
拡
大
や
経
済
の
活
性
化
、
新

た
な
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
に
よ

る
と
、
訪
日
外
国
人
が
日
本
で
体
験
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
「
登
山
」
や
「
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、観
戦
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
は
「
武
道
」
や
「
大
相
撲
」

と
い
っ
た
日
本
特
有
の
ス
ポ
ー
ツ
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
日
本
で
武
道
を
体
験
し
た
い
と
回
答
し
た
訪

日
外
国
人
は
５４
・
１
％
で
あ
り
、
日
本
に
訪
れ
る
外
国
人

の
多
く
が
日
本
文
化
や
歴
史
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。（
図
２
参
照
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ニ
ー
ズ
の
高
い
日

本
発
祥
・
特
有
の
武
道
を
活
用
し
、
歴
史
と
文
化
を
組
み

合
わ
せ
た
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
日
本
の
特
色
あ
る
自

然
資
源
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
周
遊
観
光

等
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
二

つ
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出

を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
発
表
会
や
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
認
知
拡
大
を
図
る
た
め
の
武
道
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ
め
数
多
く
の
方
々
に
広

く
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
触
れ
て
頂
い
て
い
ま
す
。今
後
は
、

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
新
興
資
源
を
生
か
し
た
よ
り
現

代
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用
等
新
た
な
分

野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
の
重
要
な
施
策
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
自
然
環
境
・

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
、
戦
略
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
推
進
す

スポーツ・健康まちづくりの考え方

スポーツや運動を通じて、交流人口の拡大や、誰でも日常的に出歩き、体を動かし、スポーツがで
きる環境整備等に取り組むことによって、スポーツを活かして他の分野における地域課題の解決、
多様性を尊重する社会づくりや地域経済の活性化等を図っていく取組

【施策の具体例】

イ
ン
ナ
ー
施
策

誰でも日常的に
出歩き、体を動かし、
スポーツができる
社会づくり

スポーツを通じた
地域の稼ぐ力の向上、
交流人口の拡大

ア
ウ
タ
ー
施
策

 国内外を含むスポーツ大会・合宿の誘致を通じた宿泊・飲食などの
地域内消費額の増加に係る取組

 自然や文化など、地域資源を活かしたスポーツツーリズムコンテン
ツの創出を通じた来訪者の増加に係る取組

 地域で活動するプロスポーツとの連携による、観戦者の地域滞在、
地域での消費増加に係る取組 等

 誰もが気軽にスポーツに親しめるよう、オープンスペースなどを活
用した、スポーツを通じたまちなかにおける賑わいの場の創出を図
る取組（「ウォーカブル(歩きやすい)」なまちづくり等）

 多様な住民が障壁や垣根なくスポーツや運動に親しめる環境整備を
通じた、多様性を尊重する社会づくりを図る取組（施設のユニバー
サルデザイン化等） 等

図 1
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る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
加
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
（
観
光
協

会
、
商
工
団
体
、
大
学
、
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
）

な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
で
あ
る
点
が
特
徴
で
す
。「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
て
、
通
常
は
つ
な
が
り
得
な
い
分
野
の
組
織
・
人

材
・
取
り
組
み
を
つ
な
ぐ
役
割
（
ハ
ブ
機
能
）
を
果
た
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
」
と
い
う
共
通
す
る

目
的
に
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
点
が
強

み
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
や
域
外
か
ら
参
加
者
を
呼
び
込
む
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、
国
内
外
の
大
規
模
な
「
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や
大
学
な
ど
の
「
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」「
地
域
の
健
康
増
進
・

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
数
は
２
０
０
を
超
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
参
照
）

�　

�

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
課
題
と
展
望

２
０
１
１
年
に
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
普
及
・
啓
発
が
始
ま
り
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
各
地
で
萌ほ

う

芽が

が
見

え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
失
や
国
内
人
流

の
抑
制
の
た
め
成
果
を
得
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
し
た
。

今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
を

見
据
え
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
強

化
と
発
展
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
場

分
析
を
踏
ま
え
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
の
立
案
や
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

スポーツツーリズムのマーケティング調査

日本で武道を
体験したい理由は？

日本文化・歴史に
触れたいから

50.７％

日本でしかできないから
33.2%

日本で体験したい
スポーツは？

登山 34.1%
スノースポーツ

31.1％

日本で「みたい」
スポーツは？

1 武道 31.9％
2 大相撲28.5％
3 野球 26.0％
4 スノースポーツ

24.0%
5 サッカー23.8%

日本で武道を体験
したいですか？

YES
54.1％

出典：スポーツ庁「スポーツツーリズムに関するマーケティング調査」平成30年3月
スポーツ庁「武道ツーリズムの振興に関する調査研究」令和2年3月

体験受入可能
な武道施設数

1,868
(スポーツ庁 武道施設デー

タベース)

訪日外国人上位7ヶ国・地域を対象にマーケティング調
査を実施（平成30年）

米国、英国、フランス、オーストラリア、中国を対象に武道
の体験意向等のマーケティング調査を実施（令和２年）

● 地域スポーツコミッション（SC）の設置数は、東京オリパラ大会を起爆剤に、順調に推移。
● 令和5年10月時点で204の設置が確認。 ※第2期スポーツ基本計画：SC設置目標170団体

● 現在は「質の向上」に向け、基盤人材の育成に向けたサポートや持続性確保のため事業
の多角化支援に注力。

「地域スポーツコミッション」の設置数（令和5年10月時点）
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● 地域スポーツコミッション（SC）の設置数は、東京オリパラ大会を起爆剤に、順調に推移。
● 令和5年10月時点で204の設置が確認。 ※第2期スポーツ基本計画：SC設置目標170団体

● 現在は「質の向上」に向け、基盤人材の育成に向けたサポートや持続性確保のため事業
の多角化支援に注力。

「地域スポーツコミッション」の設置数（令和5年10月時点）
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介
護
・
福
祉
部
局
、
経
済
振
興
部
局
等
、
幅

広
い
部
局
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
民
間
団
体

が
中
心
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
多
い
地
域

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
も
、

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
理
解
や
合
意

形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
公
益
性
を
持
っ

た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
自

治
体
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
の
上
で
、

地
域
全
体
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
地
域
住

民
や
地
元
企
業
等
の
多
様
な
主
体
と
も
連

携
・
協
力
し
て
、自
治
体
が
中
心
と
な
り
「
地

域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
」
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

さ
い
ご
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
域
が
抱
え
る
過
疎

化
・
経
済
の
停
滞
等
の
課
題
に
対
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
価
値
を
五
つ
（
経
済
・

環
境
・
健
康
・
交
流
・
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）

に
大
別
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
向
上
・
生
活
の
質
の
向
上
」「
地
域
社
会
の

一
体
感
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
強
化
」「
社
会
の

持
続
可
能
性
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
」
を
達
成
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
図
４
参
照
）

社
会
課
題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
は
世
の
中
に
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
何
が
活
用
で
き
る
か
は
地
域
の
特

性
や
事
情
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
発
信
力
や
巻
き
込
む
力
が
あ
り
、
周
囲

�

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

地
域
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
体
が
旗
振
り

役
と
な
り
自
治
体
内
の
推
進
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
部
局
は
も
ち
ろ
ん
、
首
長
・
企
画
部
局
の
関

与
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
部
局
、
医
療
・

に
感
動
や
共
感
を
生
む
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
チ
カ
ラ
を

持
つ
「
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
上
で

最
適
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
す
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
資
源
は
日
本
中
に
多
く

埋
も
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
と
地
元
に
あ
る
資
源
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
糸
口
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【参考】
　・スポーツによる「まちづくり」を応援します!	
　　https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/list/1372105.htm
　・スポーツツーリズムポータルサイト「JAPAN　SPORTS　TOURISM」
　　https://sporttourism-japan.com/budo.html　　　
　・地域スポーツコミッション
　　https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/list/detail/1372561.htm

【お問い合わせ先】
　スポーツ庁参事官（地域振興担当）付
　電話：03-5253-4111（内線　3931）　
　E-mail: stiiki@mext.go.jp

スポーツによる地域振興の価値

スポーツ

スポーツによる地域振興は、地域が抱える過疎化・経済の停滞等の各種課題に対し、スポーツがもたらす
５つの価値（経済、環境、健康、交流、ローカルブランド）を通じて、「ウェルビーイング・生活の質の向上」
「地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化」「社会の持続可能性・レジリエンスの向上」などを達成することが期待される。

交流

行動の活性化を通じた
地域内消費の拡大経済

健康

環境

ローカルブランド

交流

社会の持続可能性・レジリエンスの向上

地域社会の一体感・ソーシャルキャピタルの強化 ウェルビーイング・生活の質の向上

図 4
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